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第１節 計画策定の趣旨 
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ʢ ӧ ṑḨ ὑ ṑ ͜ Ẁӓ ᾍꜘ

⁸ ֻ ὑ ֻ ѼΏ ₴↓ ѧ₴↓

⁸ ṑḨ ὑ  

 

第２節 計画改定の背景
 

₴↓ ⁸ ṑḨ ʴ ₴↓  

ʫ ẉ ר ᶮ А

ṑḨ ẉ ᶮὤר ᷂ ӓᾍ

⁸ П ᾶẆͪ ͈

₴ ὕ ׄ ⁸᷂ ӓᾍ ὕ ὑ  

ὑ♥ ᶮКẆ ⁸К ṑ ֝ ⁵ Ẁӓ

ᾍꜘ ὑ  
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第３節 計画の位置付け
 

⁸ ṑ ͈ ὑ Ḩ ὑ ⁸

ṑ ͪЋ ֻ  

ὑ ► ֺ ͜ ̉ ᶮ ṑḨ ᷂ ӓ

ᾍ ʣ̬ ⁸ ֻ ֻ ᶫ

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図  計画の位置付け  

  

市が目指す将
来の姿を環境
分野から実現 

連携 
・ 
調整 

実施 

 

●環境基本法 
袖ケ浦市総合計画 

●環境基本計画 
・地球温暖化対策計画 
・気候変動適応計画 
・生物多様性国家戦略 
 

国 

●千葉県環境基本条例 

●千葉県環境基本計画 
・千葉県地球温暖化対策実行計画 
・千葉県の気候変動影響と適応の 
取組方針 

・生物多様性ちば県戦略 

県 

整合 

第２次袖ケ浦市環境基本計画 

環境分野の計画 
●袖ケ浦市地球温暖化対策実行計画 
●袖ケ浦市一般廃棄物処理基本計画 
●袖ケ浦市災害廃棄物処理計画 
など 

関連計画 
●袖ケ浦市都市計画マスタープラン 
●袖ケ浦市景観計画 
●袖ケ浦市教育ビジョン 
など 

 

基本理念 
の実現 

袖ケ浦市環境条例 
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後 期期基 本計画  前 期基本 計画  

第４節 計画の対象範囲
 

ᾍ ᷂Ḣ ⁸КЋḢ ˹ ṑᵂ ʴ ∕

ᾑ ᵂ Ẏ ӢḢ ⅎḢ ᾍꜘ

ᾍ ⁸ ☻Ҋ ᶮ ӧ

̀ ̱ ᶫ ֝  

ᾍ ᶪ ᷂ ṑ ⱦ Ḍ ̝ ṑ

ṑ ṑ Ҳ ֺѝ ̱ ӓ ṑ Ћ ֝

 

 

 ǡ    

דּ ȕȢǡוֹ  

ǫǡ ꞌ  

ǝǜ  

ǡ טּ  

ǡ  

ǝǜ  

Ǜ ǡ  

ǡ  

ǝǜ  

ǡ  

ǡ  

ǝǜ  

≥ Ǜ  

Ǟ ǌǾ  

¤ ╔ǡ  

ǝǜ  

 

 

 

第５節 計画期間
 

₴↓ ₴↓ ₴

ṑᵂ ̝ Ẁӓ ἶ ᾽ ὓ ⁹  

 

  年  度  

 

項  目  

令
和  

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

西
暦  

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 

上位計画期間  
（総合計画）  

  

本計画期間       
 

      

 

図  計画期間   

第２次袖ケ浦市環境基本計画 
 

中間年度見直し 

 改 定版  
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第６節 計画の構成

 

第１章  計画の基本的事項  

 第１節  計画策定の趣旨   第２節  計画の位置付け   第３節  計画の対象範囲  
 第４節  計画期間      第５節  計画の構成  
 

第２章  環境問題等に対する動向  

 第１節  国際的な動向    第２節  国内の動向     第３節  袖ケ浦市の動向  
 第４節  袖ケ浦市の社会条件及び気象条件の変化  
 

第３章  計画の目標  

 第１節  袖ケ浦市が目指す環境像  

   ꜝ ᴇ   

 第２節  基本目標  
・地球環境を思いやるまち  
・循環型社会を形成するまち  

  ・豊かな自然と共生するまち  
 ・快適で安全に生活できるまち  

・環境保全活動を推進するまち  
 

第４章  目標の実現に向けた施策の展開方向  

 
 

 

      基本目標             基本施策  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章  計画の推進  

第１節  計画推進の基本的な考え方   第２節  計画の推進体制  
第３節  各主体に求められる役割    第４節  計画の進行管理  

基本施策 基本目標 

Ŧ ȅ ƷǷǾǱǔ 

 ꜝ ᴇ   

 

 

 

 

 

Ũ ƾǝ Ǜ ǌǾǱǔ 

Ū ȅ ǌǾǱǔ 

ũ ǚ↨ Ǟ ǚǀǾǱǔ 

ŧ ȅ ǌǾǱǔ 

(1) 水とみどりの保全 
(2) 生物多様性の保全 
(3) 有害鳥獣・特定外来生物への対策 
(4) 景観形成の推進 

(1) 再生可能エネルギー等の活用 
(2) 省エネルギーの推進 
(3) 温室効果ガスの削減 
(4) 気候変動による影響への適応策の推進 
(1) 水とみどりの保全 

 (1) 廃棄物の減量化・資源化 
(2) 廃棄物等の適正処理の推進 
(3) 廃棄物等の不法投棄・ポイ捨てへの対策 
(4) 建設発生土 再生土 スクラップヤード対策 

 

(1) 環境に関する情報発信 
(2) 環境学習・環境教育の推進 
(3) 協働による環境保全活動の推進 
(4) 市民等による環境保全活動への支援 

 

(1) 大気環境の保全 
(2) 水質・土壌・地盤環境の保全 
(3) 騒音・振動・悪臭の防止 
(4) 有害化学物質等への対策 

 

ȅ
יִ

Ǌ
Ǚ

Ȃ
Ǿ 
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第１節 国際的な動向
 

₴ ᷂ ṑᵂ ẉ ר ẕ ᵂ Ћ᷂ ˲ ᴁ

ᵂ ῇ ᷂ ֗ ṑᵂ ᾍ Ћ˲

ᾍꜘ ⱳ ᶮ В  

₴ ΒẀҲ ↑ Ḹף Џ

˲ Ҳ ʺ Ὑҧ ї ᷂ ӓ ╠

̵᷂ ₴ Ḩ ʫ ₳᷈ ₴

ӓ ʫ ʴ Ћ ᷂Ḣ ẉ Β

◙ ֗  

₴ Ӳὑ Е̱ ὕ ֻ ˗ ὑ

Βֻ ʣ Ѱ ҟҘ

ֺᶮ ₴ Ὑҧ їѹ  

▌ӓ  

₴ ẉ ר

₴ ̊ʣ βЋ ҧ ͪЋ

 
 

第２節 国内の動向
 

ᶮ ᷂ ṑᵂ ᾍꜘ ֻ ṑ ͪЋ

ṑḨ Ѱὑ ₴ ֿ ὑ

Ḩ ṑḨ ὑ  

ṑḨ ♥ ₴ ὑ А ṑḨ

ṑͪЋ ᷀֗ ᾓ ᶮ ʝ˲ʝ

˲ ᶮ ʝ˲ʝ˲ Ὣ ỡһ

ӓ  

᷂ ӓᾍ ֻ ֞ ₴ ὑ ᷂

ӓᾍ Ὑҧ ї ₴ ₴

ѹ ὑ  

₴ ẉ ᶮὤר ὑ

₴ ᶥⱥ ˆ ẉ ר

ẕ ֚ ὕ ׄ ʝ ̬

 

ӧ ₴ ẉ ר ₴ ʢ ӧ ṑḨ

ὑ ṑᵂ ў ᾍꜘ ṑ

ᾓ ╠ ṑ ̝ ֿ ᶮ

Ҳ ֝ ֻ ᶫ  
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第３節 袖ケ浦市の動向
 

⁸ ᴇ ₴̈♥ӭ ↓ Њ ̈

ӓἶ ˬ › ᷂ₑ ʝ Ҳ ᾽

Ẏ ṑ ӓ ὁ᷂

Ẁ Ҳ ẕ ᵂ  

⁸ ›ḹ Џὡ Ӳὑ ⁸ ṑ ͈ ֺ ͜ ̉

Ḩ Џὡ ᾍ ⁸ ͪЋ֗ ͈

̢ ṑ ӓ ҟ Ẏ

ʝὑ ֛  

ʝ ˲֥ Ṕқ ̢ ⁸Ӕ ʴⱲ ⁸ӓ ʴ

̓ ̢ Ὑҧ їѹ К

̜ ∕ ק ṑ Ẁӓ Ẇ ὡ

Ṕқ ̸ ὡ ⅎḢ ṑᵂ ᷀ӓ

∕ ʥ ї ὤ ԁ

Ή˲ ͜ ṑᵂ ͒ Ἥ᷀  

⁸ ₴ Ѱὑ ⁸ ṑ ͈ Ḩ ṑ ͪЋ

ֻ ᶫ ₴ ⁸ ṑḨ ὑ

₴ʫ ᷂ ӓᵂ ⁸

ꜝ ὄⱲ ʫ̈ ʺ̱ ʝ̱

₴ ὕ ⁸ ὗ

ֿ₴ ὑ ⁸᷂ ӓᾍ ὕ Ḩ ӓ ֝

̿ ֿ Ӌד ◐ ΒẀҲ ꜘ ΒẀҲ

ꜘ ͜ ֺ ֝ ὕ  

̀ ⁸ П ᾶẆͪ ḹ ї ᵂ

₴ ⁸ П ᾶẆͪ ͈ ⁸

ὄЋ ͪ ṑ ͪЋ ҟ  
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第４節 袖ケ浦市の社会条件及び気象条件

１  人口  

本市は、千葉県の中西部、東京湾沿いのほぼ中央に位置しており、都心からは

直線距離で約３５キロメートル、時間距離にして袖ケ浦駅から東京駅まで総武線

快速で約８０分、京葉線で最短約６０分の位置にあります。１９９７年に開通し

た東京湾アクアラインを経由する高速バスでは、羽田空港まで最短で２２分、品

川駅まで約４４分、横浜駅まで約３９分で結ばれており、東京都や神奈川県への

アクセスの利便性の良さなどから、人口が増加しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  人口・世帯数の推移（各年４月１日現在：住民基本台帳人口）  

 

２  産業構造  

本市の産業は、かつて海苔養殖を主とした漁業と稲作を主とした農業が中心で

したが、昭和３０年代に始まった京葉臨海工業地帯の造成に伴う企業進出等によ

り、就業人口の増加とともに産業構造の変化に伴って就業構造も大きく変化しま

した。また、市の北側は首都圏整備法による近郊整備地帯であり、東京湾アクア

ライン及び同連絡道を軸として、館山自動車道、首都圏中央連絡自動車道の整備

により交通アクセスの利便性が高まっております。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

図  産業別就業者数の推移（各年１０月１日現在）  

出典：袖ケ浦市住民基本台帳  

出典：国勢調査結果  
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３  土地利用  

本市の土地利用状況は、２０２３年時点で、田畑が３０．２％、宅地が２２．０％、

山林他４７．８％（内訳：池沼０．１％、山林１５．１％、原野０．７％、雑種地

９．６％、その他２２．３％）となっており、年々田畑が減少し、宅地が増加して

います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  土地利用面積の推移  

 

４  気温・降水量  

本市は、東京湾岸に位置しているため、海流の影響を受け、温暖な気候を呈し

ています。  

最寄りの気象官署としては、気象庁アメダス木更津観測所があり、観測所にお

ける過去４０年間（１９８０年から２０２０年まで）の統計によると、年間平均

気温は１℃程度の上昇を示し、年間降水量は直近２０年で増加傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

図  過去４０年間の年間平均気温と年間降水量   

出

典

：

気

象

庁

出典：気象庁（アメダス  木更津観測所データ）  

 

（注）統計項目等の変更があった

ため、１９９５年度と２０００年

度の間に、統計値の大きな違いが

見られます。具体的な理由は、以

下のとおりです。 

・１９９８年度以降は、非課税地

の地積を加えている。 

・１９９８年度以降は、「その他」

という項目が追加されている。 

出典：千葉県統計年鑑  
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第１節 袖ケ浦市が目指す環境像
 

Ț◑ ǚǢ Ô Ū  ÕǞƽƷǙ Ô ÕǛÔ

¤ɓȞȍȘɔÕǡŧ ǞǗƷǙ  ǌ ȅ ǡǻƹǞ ǴǙƷǱǌ¡  

 

 ǌ  

 
ƾǝ ƿ ǈǿ  ǞǷǈǊƷ סּ ǝ ƿ

ǈǿǾǛǛǵǞ  ǝ ǼǊƿ ǼǿǙƷǱǌ¡ 

¤ɓȞȍȘɔ 
Ǉǲǡ ¤טּ ǡטּ Ƿ ǡ Ǟǻǽ  ǞǷǈ

Ǌǂ סּ ǝ ǚ ȅ ǌǾ Ǟ┌ ǊǙƷǱǌ¡ 

 

Ț◑ ƿ ǌ ȅ ƾǼ ǊǙƷǂǒǴ  ǡ ǌ

ȅ ǡǻƹǞ ǴǱǌ¡  

 

 

   本市は、約６万６千人の人口を有する県内有数の工業都市であり、千葉県の中西

部に位置し、東京湾に面しています。 

市内には、臨海部に工業地帯や住宅地が位置する一方で、四季折々の花が楽しめ

る袖ケ浦公園、東京湾アクアラインが望める袖ケ浦海浜公園があり、また、内陸部

には、小櫃川や浮戸川沿いの平野に広がる稲作地帯、平野の北側に位置する台地に

は畑と集落、屋敷林が織りなす景観が広がり、さらに北東部から東部及び西南部に

は様々な森林が形成されるなど、多くの自然が残されています。 

このすばらしい環境を市民一人ひとりが大切にし、未来を担う子ども達に伝えて

いかなければなりません。そして自然と共生する快適な生活環境を守り、創出して

いく必要があります。 

   近年では、日常生活や事業活動により、様々な環境負荷が生じており、環境に関

する取組の重要性はますます高まるとともに、環境を取り巻く課題は、様々な要素

が幅広く複雑に絡み合って生じていることから、市民、事業者、市の各主体が環境

への関わりを自覚して、協働により積極的に取り組んでいく必要があります。  

   本市の良好な環境づくりのために、市民、事業者、市が計画を推進していく姿勢

を誰にでも分かりやすく表した目標を「目指す環境像」として掲げます。  

 

    

 

 

  

 ꜝ ᴇ   
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第２節 基本目標
 
 ṑϑ ὕ Ḩ ὑ ṑ

ὕ  

 

 １  地球環境  

 

˗ Ҳ ẉ

˘ ӓ ̊ʤ   

ᶦ ᷂ ӓ ΒẀҲ

◙  

֯ ̭ ̝ ὕ П ֯

Ὑҧ ѹ ᶫ  

᷂ ӓ ΒẀҲ ᶦ ṑ ̝ ◙

ᾍ ꜘ  

 ２  循環型社会の構築  

 

Ẏ Ẏ Ẏ ∕ ̝ ẏ

Ẏ ẉ ᵂ ╠  

∕ ֯ ר

ⱦ ̝ ⱳ  

ⱦ Ḍ ̝ ◐ ׄ ֝ ὕҧר ∕

ӓ ӓ Ҳ ֝ ∕

ы ᶫ  

∕ ʥ ᾍ ┴

ᶽ П ᶽ ᾍ ∕ ы  

３  自然環境  

 

⁸ ῇ ′ ṑ ᶪ ẉ ẉ

כֿ ⁸ В ᷂Ḣ ʫ̈ ╠

ⱳ  

基本目標３  豊かな自然と共生するまち  

基本目標１  地球環境を思いやるまち  

基本目標２  循環型社会を形成するまち 
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ṑ ʫ̈ ╠ ᾓ אל

˫֞ ᷂Ḣ ר ꜘ ῚḢ ṑ ᷂

ῇ ͪЋ ᶫ Ӿ ₁ᾜ

ͪ ẉ ר ͪЋ ׄ Ҳ  

ʝ ̸ ˲ ◙ ὡ ◙

қ ◙ ֗ ὑẆ ⱳ ꜘ

ὡ ὑẆ ᾍ ⱳ ˲ ў В

Ἥ ṑ  

⁸К ⅎ ᶸ ῇ ᾍῚ ὰ

Ṳῇ ⅎẎ ◐

ᶫ  

 ４  生活環境  

 

 

⁸ ʝ˲ β∆ ꜝ Ẏ Ẻ

ͪ ṑ ʥꜝ Ҳ ◙

 

˲ Ҳ Ẏ ˲ β∆

ѵ ◙ זּ Ẏ ṑ ͪЋ ֗ ᶽṦ

᷂ ṑ ͪЋ ᶫ ὄЋ ṑ ͪЋ Ҳ

ᶫ ꜝ ͪ  

ὡӓἶ ᾍ ὕ ⁸ Ḹ ͑

ὄⱲ  

 ５  環境意識と行動  

 

 

Ẻ ṑ ᾓ ╠ ṑᵂ ₡

ṑ Ҳ ˲  

⁸ ʝ˲ ṑ Ⱳ ṑͪЋ ׄ Ҳ

ṑ Ḹ ͬ ὕ

ṑἶ ṑ ṑ ᵃ  

⁸Кʝ ᷂Ӣ ⁸ ˗ Ӳϐ ṑͪ

Ћ Ҳ ᶫ Ҳ ♥ ⁸

ṑͪЋ Ҳ   

基本目標４  快適で安全に生活できるまち  

基本目標５  環境保全活動を推進するまち 
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第１節 施策展開の基本的な考え方
 

Ѽ ṑ ṑ ᷂ ṑ ⱦ Ḍ ̝

ṑ Ҳ ѝ ὕ ׄ ⁸

˗ ⁸ ӲҘ Ḩ Ҳ Ḩ

ʺ ֝  

ẉ ӓ ṑᵂ ᾍꜘ ὑ

ѝ ᾽  

 

Ø סּ ǝ ÈƈŹżƨÉǞǗƷǙÙ  

֯

₴ ᶮ

₴ ʫ

 

ΒẀҲ

ṑ

 

※１ジェン ダー  ：社会的・ 文化的 に形成さ れた性 別 のこと  

※２エンパ ワーメ ント  ：人々に夢 や希望 を与え、 勇気付 け 、人が本来 持って いる素晴 らしい 、 生きる力を 湧き出 させるこ と  

※３ディーセント・ワーク ：働きがい のある 人間らし い仕事 の こと  

※４レジリエントなインフラ ：強靭な社 会資本（道路、港 湾、空港 、鉄道、電信電話等）のこ と  

※５イノベ ーショ ン  ：新しいも のを生 産する、 又は既 存 のものを新 しい方 法で生産 するこ と  

※６グローバル・パートナーシップ ：世界平和 、環境 問題等の 世界的 問 題の解決の ため提 携するこ と  

出典：国際連合広報センターウェブサイト    

図 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の１７の目標 

ＳＤＧｓの目標 

  
Ŧ あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

ŧ 飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する 

Ũ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

ũ すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

Ū ジェンダー※１の平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメント※２を図る 

ū すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する 

Ŭ すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する 

ŭ すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用およびディーセント・ワーク※３を推進する 

Ů レジリエントなインフラ※４を整備し、包括的で持続可能な産業化を推進するとともに、イノベーション※５の拡大を図る 

Ŧť 国内および国家間の不平等を是正する 

ŦŦ 都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする 

Ŧŧ 持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

ŦŨ 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

Ŧũ 海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する 

ŦŪ 
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、

ならびに生物多様性損失の阻止を図る 

Ŧū 
持続可能な開発に向けて平和で包括的な社会を推進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供するとともに、あらゆるレベル

において効果的で責任ある包括的な制度を構築する 

ŦŬ 持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ※６を活性化する 

図 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の１７の目標のアイコン 

https://kotobank.jp/word/%E9%81%93%E8%B7%AF-104445
https://kotobank.jp/word/%E6%B8%AF%E6%B9%BE-63448
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 ʺ ֝  

  
 ӡ   ǫǡ סּ ȑȶɔȗº ǡ  Ӣ ǫǡ סּ ȑȶɔȗºǡ   

ӣ סּ ȑȶɔȗº Ǟ ǌǾ  Ӥ ǡ ǝ Ǧ ǡ   
 

 ӡ ȑȶɔȗºǞ ǌǾ  Ӣ Ǟ Ǌǒ Ǟ ǌǾ  ӣ ǡƁźŹּטǡ  

Ӥ ȑȶɔȗºǞǗǝƿǾ ǡ  ӥּק Ƿ ǞƽǄǾ ǡ №  
 

 ӡ דּ טּ ǡ Ǜ  Ӣ ǡ ȑȶּטǡ  ӣ ǡ  ӤȑȜȲɒȍȿ

ǡ  ӥ ǡ  Ӧ ǡ   
 

 ӡ ǡ☼ Ǟ ǌǾ ǡ  Ӣ ǞƽǄǾ ꞌ ǡ  
 

 
 ӡŨƇ   ɓȞȍȘɔ Ǟ ǌǾ  ӢɀɒȢȪȬȘǇǲǡ ¤טּ  טּ

ӣ ɖȢǞ ǌǾ  ӤȹȍȓɇȢǡ  ӥ Ǉǲ טּ ǡ   
 

 ӡ ǡ Ǟ ǌǾ  Ӣ ɀɒȢȪȬȘ ǡ  ӣ ǡ Ǌǡ   

Ӥ ╓ ǡ Ǜ◖  ӥ ǡ ǝ◖   
 

 ӡ ǡ ǷɆȍ Ǚ ǡ  Ӣ ╢ ╢ǞǻǾ ǡ   

ӣ ╢¤ ╢¤ טּ ╢ǞǻǾ ǡ  Ӥ ǀ ǡ ǡ   
 

 ӡ ╢ǞǻǾ ǡ  Ӣ ǫǡ  ӣ ¤ ǡ   

Ӥ Ǜǡ  ӥ ǡׁש ǫǡ   
 

 ӡ ǞƽǄǾ ǡ  Ӣ Ǜ ǡ  ӣ ǒǴ ǡ  Ӥ ǡ Ǘ

Ǟ ǌǾ  ӥ ¤ ǡ  Ӧ ǡ  ӧ ǡ ǡ   
 

 ӡ Ǟ ǌǾ  Ӣ ¤ ǡ  ӣ ǝ ǡ   

Ӥ ╓ ǡ   
 

 ӡ ¤ Ǟ ǌǾ  Ӣ ǡ  ӣ ¤ ǡ  
 

 
 ӡ Ⱨǡ ¤┐  Ӣ ǛǊǙǡ ǡ  ӣ Ⱨ¤Ⱦɒɘºɒȍɜǡ ┐  

Ӥ ǡ ǝ◖  ӥ Ǳǔǘǂǽ ǡ  Ӧ שׁ ǡ  ӧ טּ ǡ   
 

 ӡ ꜠ ǡ ǡ Ǧ ǫǡ  Ӣ ǫǡ  ӣ קּ ¤ ǀǞ ǌǾ   

Ӥ ǡ    
 

 ӡ ǡ Ǧ ǫǡ  Ӣּז ǡ  ӣ ǡ Ǟ ǌǾ   

Ӥ ǫǡ ǡ  ӥ טּ ǡ ǝ┐ ǡ  Ӧ זּ ꜠ ¤ ꜠ ¤ זּ ǡ   
 

 ӡ ǞƽǄǾ ¤וּ ǡ  Ӣ וּ ǡ  ӣּק ǡ   

Ӥ ǫǡ ǡ   
 

 ӡ טּ ǡ ǡ Ǧ ǫǡ  Ӣ ǡ ǡ  ӣ ǞƽǄǾ טּ ǡ

ǡ  Ӥ ǒǝּט ǫǡ ꞌ  
 

 ӡ ǡ ǡ Ƿ Ǟ ǌǾ ǡ  Ӣ ȅ Ǌǒ Ǟ ǌǾ   

ӣ Ǟ ǌǾ ǡ   
 

 ӡ ǡ  Ӣ ǜǵȅ ǛǊǒ Ǟ ǌǾ  ӣ ╔ ȅ ǋǒ ╔

ǡ  Ӥ ǞƽǄǾ ╔ǡ  ӥ Ƿ ǡ ȅ ǽ ǿǒ ╔ǡ   
 

 ӡɅɒɜȯȌȋǛǡ ǞǻǾ ǡ  Ӣ ǡ  ӣ ƷǖǤƷ◖ ǡ  Ӥ ǡ  
 

 
 ӡ Ǟ Ǿ ǫǡ ⱱ Ӣ Ⱨ¤ ǞƽǄǾ  ɅɒɜȯȌȋ ǡ   נּ

ӣ Ǟ ǌǾ ǝ ǡ №  
 

体  系  図 
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第２節 各分野の施策
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項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

再生可能エネルギー設

備等の補助件数（累計） 

１，１７８件 

（２０１８年度） 

２，３５０件 

（２０３１年度） 

太陽光発電システム、

家庭用燃料電池システ

ム、定置用リチウムイ

オン蓄電システム、窓

の断熱改修、電気自動

車、プラグインハイブ

リッド自動車、Ｖ２Ｈ

充放電設備 

関連する 
ＳＤＧｓ目標 

図 再生可能エネルギー設備等の補助件数の推移（袖ケ浦市） 
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ʺ ֝  
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 ˗ Ẑ Ͻ ρ ֗ ᾚ  

Ẑ Ͻ ρ

₴

⁸Ẑ Ͻ ρ ֗

Ḩ ˗ ᾍ Ẑ

Ͻ ρ ў

ᾚ  

  
写真 事業用太陽光発電設備 

写真 太陽光発電システム 

ȱɧɞŪ  ɋɁɆɵȺɫɵȦɋɩȬɶɵɍȤȷ  

住宅の外側に当たる窓や壁等の断熱性能等を大幅に向上させ、高い効率の設備システムの導入

により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現するとともに、太陽光等の再生可

能エネルギーを導入することにより、一年を通じての一次エネルギー消費量の収支がゼロとする

ことを目指した住宅をいいます。 

簡単に言うと、「使うエネルギー」

と「創るエネルギー」では、「創るエ

ネルギー」の方が多い住宅です。 

政府が普及を進めている住宅シス

テムであることから補助金を受け取

ることができますが、条件が決まっ

ていますので、新築住宅を建てる際

に確認してください。 

 

図 ＺＥＨとは 
出典：環境省 
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ȱɧɞū  Ʌȱ  

２０５０年カーボンニュートラル及び２０３０年度削減目標の実現に向けて、私たちの家庭や

暮らしにおいても、温室効果ガスの削減が求められております。 

そこで、２０２２年に環境省は日常生活における温室効果ガスの削減する行動を促進するため、

国民一人ひとりのライフスタイル変革を後押しする「デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな暮ら

しを創る国民運動）」を発足させました。 

 デコ活につきましては、１３のアクションが掲げられており、その中でもまず初めに取り組むべ

きものとして以下の４つのアクションが提示されています。 

 

デ 電気も省エネ 断熱住宅 

断熱住宅にすることで、夏は涼しく、冬は暖かい快適な室内環境となります。 

コ こだわる楽しさ エコグッズ 

  省エネ家電などを取り入れ、光熱費の節約や快適で便利な生活ができます。 

カ 感謝の心 食べ残しゼロ 

  食品ロスを減らすことで、ごみの削減だけでなく、食費の節約にもつながります。 

ツ つながるオフィス テレワーク 

テレワークの導入により、多様な働き方・ワークライフバランスが実現します。 

 

  

 出典：環境省 

図 脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの１０年後 
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ᾍ ⱳ ר Е̱ Ḹ ͬ ᵃ Ҳ

⁸ ʝ˲ ֝  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

省エネなど環境に配慮

した行動に取り組んで

いる市民の割合 

７９．６％ 

（２０１９年度） 

８１％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

図 リニアエコノミー（従来型）とサーキュラーエコノミー 

［令和３年版 環境・循環型社会・生物多様性白書（環境省）］ 

※循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行は、資源消費の最小化や廃棄物の発生抑制等により、気候変

動、生物多様性損失、環境汚染等の社会課題を解決するとともに、産業競争力の強化、経済安全保障、地方創

生、そしてウェルビーイングの実現に資する。特に気候変動の観点からは、我が国の温室効果ガス排出量の約 

36％は資源循環が排出削減に貢献できる余地のある部門からの排出と推計されている。 

［地球温暖化対策（令和７年２月閣議決定）より引用］ 
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イラスト ＨＥＭＳ 

写真 緑のカーテン 
（２０２５年度市役所南庁舎） 
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ȱɧɞŬ  Ͻɧɱɕ  
水銀と蛍光灯 

蛍光ランプ（蛍光灯）は、１９５０年代から普及し、今日まで私たちの生活を照らしてきました。 

しかしながら、蛍光灯には水銀を含むガスが充填されていることから、２０２３年に開催された

「水銀に関する水俣条約※ 第５回締約国会議」において、２０２７年までに段階的に一般照明用の 

蛍光灯の生産が禁止されることが国際的に合

意され、わが国では２０２４年の水銀による環

境の汚染の防止に関する法律施行令の改正に

より、蛍光灯は水銀が含まれる製品として２０

２６年１月以降、種類ごとに段階的に生産が禁

止されることとなりました。 

※水銀及び水銀化合物の人為的な排出から人の健康

及び環境を保護することを目的として２０１３年に

採択された国際条約 

 

蛍光灯からＬＥＤへ 

蛍光灯に代わり、水銀が使用されないＬＥＤ

への転換が促進されています。 

ＬＥＤは白熱電球や蛍光灯に比べ寿命が長

いという特徴とともに、少ない電力で蛍光灯と

同等の明るさを出せることから、消費電力を抑

えられ、家計の節約になります。 

そのため、ＬＥＤへの転換は温室効果ガスの

削減につながり、個人レベルで行える行動変容

やライフスタイル変革の第一歩になります。 
イラスト 蛍光ランプ製造輸出禁止リーフレット 

（環境省） 
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項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

市内公共施設の温室効

果ガス排出量 

１００％ 

（２０１３年度） 

５０％ 

（２０３１年度） 

袖ケ浦市地球温暖化

対策実行計画 

市域における温室効果

ガス排出量 

１００％ 

（２０１３年度） 

５０％ 

（２０３１年度） 

袖ケ浦市地球温暖化

対策実行計画 

ʺ ֝  

 ᷂ ӓᾍ ὕ Џ  

⁸᷂ ӓᾍ ὕ Ḩ ⁸ Ὑҧ ї ̭

֝ ⁸ ʝ˲ ᷂ ӓᾍ Ҳ

ⅎ ֝ Џ ᵃ  
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写真 電気自動車（市所有） 

図 輸送量あたりのＣＯ２の排出量（旅客） 

出典：国土交通省 環境政策課作成資料に一部追記 

ȱɧɞŭ  ȦȱɇɧȢɔ  

エコドライブとは、燃料消費量やＣＯ２排出量

を減らし、地球温暖化防止につなげる”運転技

術”や”心がけ”です。 

また、エコドライブは、交通事故の削減につな

がります。燃料消費量が少ない運転は、お財布に

やさしいだけでなく、同乗者が安心できる安全

な運転でもあります。 

心にゆとりをもって走ること、時間にゆとり

をもって走ること、これもまた大切なエコドラ

イブの心がけです。 

エコドライブは、誰にでも今すぐに始めるこ

とができるアクションです。 

小さな意識を習慣にすることで、あなたの運

転がよくなって、きっと社会もよくなります。 

できることから、はじめてみましょう、エコド

ライブ。 

Ŧ ǡ ȅ №Ǌǻƹ 

ŧ ǨȆȂǽȋȘȤɔÔƚȢȨºȱÕ 

Ũ ǞǹǛǽȅǵǖǙ ּנ ¤

ǡ ǝƷ◖  

ũ Ǣ ǴǞȋȘȤɔȅ ǐƹ 

Ū ȑȋȜɜǡ Ǣ Ǟ 

ū ɉȩǝȋȍȲɓɜșǢǷǴǻƹ 

Ŭ ȅ Ǆ  ȅǵǖǙ Ǌǻƹ 

ŭ Ȩȍɍǡ ⅓ƾǼ ǴǾ ¤  

Ů ǝ ǢƽȀǐƹ 

10 ǡ ǅǛǝǾ ǢǷǴǻƹ 
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  ȱɧɞŮ  ⁸⅍ ǯ  

 「袖ケ浦市庁舎整備事業」において、「建築物省エネルギー性能表示制度（Building Energy-

efficiency Labeling System、以下、BELS という。）」※1 の最高ランクを獲得すると同時に､新築工

事と既存庁舎の改修を含めた庁舎建物全体として、千葉県で初めてとなる｢ZEB（ZEB Ready）｣認

証を取得しました。 

国の施策では、第 6 次エネルギー基本計画において「2030 年度以降新築される建築物につい

て、ZEH・ZEB 基準の水準の省エネルギー性能が確保」されることを目指すとされています。 

このような動向を踏まえ、本事業の受注者である大成建設(株)とともに、実施設計において施設の

ZEB化を目標に、以下に示す省エネルギーの対応により、空調・照明負荷を低減することで、一般

の建物に比べ一次エネルギー消費量の 54%削減を達成し、BELSで 5 段階評価の最高ランクを獲得

すると同時に、新築工事と既存庁舎の改修を含めた庁舎建物として「ZEB（ZEB Ready）」認証を取

得しました。 

（1）建物の遮熱断熱性の向上 

・既存棟は耐震改修工事にあわせて、屋根の高断熱化、複層ガラス(Low-E)に交換 

・新築棟は屋根および壁の高断熱化、複層ガラス(Low-E)を採用 

（2）人検知照明自動制御システム 

・LED照明の採用と人の在席状況を検知して照明を自動で制御 

（3）高効率の空調システム 

・個別制御性と省エネルギー性に優れた高効率エアコンを採用 

・ガスコージェネレーションによる発電の排熱を利用した高効率熱源機器を採用 

庁舎整備事業は、「安全・安心な庁舎」「使いやすく市民に開かれた庁舎」、「環境にやさしい庁

舎」を整備方針として、2 棟の新築、既存棟の耐震補強及び大規模改修を進めております。 

今回、既存建物のカーボンニュートラル化が重要度を増すなか、延べ床面積 10,000 ㎡を超える建

物で、庁舎全体で「ZEB（ZEB Ready）」認証を取得し、延べ床面積の約半分を占める既存改修部分

を含めて「ZEB（ZEB Ready）」相当の省エネルギー性能を達成していることは全国でも先進的な事

例となります。 
※1 BELS（建築物省エネルギー性能表示制度） 

国土交通省が主導する建築物の省エネルギー性能に特化した、第三者による認証制度です。国が定める計算方法に則り BEI（省エネルギ

ー性能指標）値を算出し、その値によって5段階で☆の数が決定します。最高ランクの☆5の中でも更に省エネルギー性能に優れた建物

が ZEB として認証されます。ZEB は 4 段階に判定され、ZEB Ready は一般の建物に比べ一次エネルギー消費量の 50%以上の削減を達成

しているものとなります。 

図 ＢＥＬＳプレート 写真 庁舎外観 



25 

 

ΒẀҲ ◙ ꜘ  

 

˹♥ ʫ ₳᷈ ʣ ʫ ׄ ΒẀҲ ◙

˔ Ὑҧ ї Ѱ ̊Ẇ

ΒẀҲ ◙ ʴ ◙ ᾍ ꜘ ֿ

ⱳ  

⁸ ʴ ˔ ⁸ ᾍ

ᵖ ͬ ֝ ק ᶫ

⅍К ὕ  

ӧ ΒẀҲ ꜘ ϼ ӧ ΒẀҲ◙

ꜘ ֝ ὑ ꜘ ʝ ЏВ ѫ

В ὕ ЏВ ḹ

ЏВ Ӵ̬ Ὑҧ ї ѹ ᶩ

 

 

ỡ  

 ΒẀҲ ◙ ꜘ ʴ ˔

⁸ ᾍ ᵖ ͬ ק ὕ

 

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

気候変動による影響へ

の適応について知って

いる市民の割合 

４２％（２０１８年度） 

※第５７回県政に関す

る世論調査（千葉県） 

８０％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

 

ʺ ֝  

 ΒẀҲ ◙ Ḹ ֛  

ΒẀҲ˔ ʥ ὕר ΒẀҲ ◙ ᷂Ḣ Ḹ ʥ

Ḹ ֛ ֗ ҟ ⅍К ḸВ ᶫ  

図 年平均気温の推移（銚子地方気象台） 出典：気象庁 
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ȱɧɞů  ΒẀҲ  

気候変動とは、長い時間で見た気温、降水量等の気候の変動や変化のことをいいます。 

大気の平均状態である気候の変動や変化の要因は、外部から強制的に加わる要因と内部的な要因

の二つに分けられ、特に外部からの強制力については自然的要因と人為的要因があります。 

例えば、自然的要因は太陽活動の変動や火山の噴火による特定の微粒子の増加等、人為的要因は

人間の活動に伴う化石燃料の燃焼や土地利用の変化による温室効果ガスの増加等が挙げられます。 

近年では、化石燃料の大量消費によ

る大気中のＣＯ２濃度の増加に起因す

ると言われている地球温暖化への懸

念から、人為的要因による気候変動へ

の関心が高まっています。 

私たちの生活や経済活動は、人為的

要因にほかなりません。変動による変

化を抑えるためにも私たちにできる

温暖化対策を実施していかなければ

なりません。 

 

〇気候変動の影響 

気候変動の影響は、今すぐに現れるものではありません。様々な要因の蓄積により、気温の上昇

に応じて影響が大きくなるものと、ある閾値を超えると急変してしまうものがあります。例えば、

北極海海域や南極の氷床が溶けてしまうことによる海面上昇等の可能性が挙げられます。この気候

変動の影響は、降水量減少等による水資源賦存（ふそん）量の減少、水力発電の機能低下、気温上

昇による作物生産の減少、感染症の範囲拡大、健康への悪影響等、水環境や生態系、食料、国民の

生活や都市生活等の幅広い分野で世界の至る所で現れると予測されています。 

影響そのものを私たちの手で食い止めることは現実的に困難ですので、影響を把握した上で気候

変動そのものを抑制する行動をとっていく、小さな行動であってもできることからコツコツと取組

んでいく必要があります。 

 
 ֺѝ ꜘ  

⁸ ˗ ꜘ ΒẀҲ ֺ

ѝ ꜘ ʴ Ḹ  

 

 

  

   

  

出典：気象庁 

 イラスト 温室効果の模式図 
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Ț◑ דּ טּ Èŧťŧũ ū É 

地球温暖化と気候変動への対策が地球規模で求められる中、本市においても、地球温暖

化と気候変動による影響が顕在化していることから、袖ケ浦市の自然的社会的条件等の特

性を踏まえ、２０５０年カーボンニュートラルを目指して温室効果ガス排出量を削減する

緩和策と、現在生じており又は将来予測される気候変動による被害を回避・軽減する適応

策について、市民・事業者・市の各主体が参加・連携した取組を総合的かつ計画的に推進

することを目的として２０２４年６月に策定しました。 

地球温暖化対策は、温室効果ガス排出量を削減または植林などによる吸収量を増加させ

る「緩和」と、気候変化に対して自然生態系や社会・経済システムを調整することにより

気候変動の悪影響を軽減する「適応」の二つがあります。 

この計画は、「緩和」及び「適応」の両面から対策を推進すべく、「地球温暖化対策の推

進に関する法律」第２１条に基づく「地方公共団体実行計画（区域施策編）」並びに「地

方公共団体実行計画（事務事業編）」及び「気候変動適応法」第１２条に基づく「地域気

候変動適応計画」を包含する計画としています。 

 

市域の温室効果ガス排出量の削減目標 

２０３０年度までに２０１３年度比で 

４７％以上の削減とし、更なる高みを目指す。 

 

  

図 緩和策と適応策 
出典：気候変動情報プラットフォーム（Ａ－ＰＬＡＴ）ウェブサイト 

（https://adaptation -platform.nies.go.jp/ ）より 

http://localhost/
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 ⱦ Ḍ ̝ ◐  

 

 

 

∕ ӓ ӓ  

 

⁸ ⁸ʝ ∕ ы Ḩ ὑ ⱦ Ḍ ̝ ׄ

ֻ ∕ ᾍ  

⁸ ∕ ы ∕ ї ֗ ʝ˲ʝ ► ∕

ї Ṕқ ₴ ᾜϊׄ  

ⱦ Ḍ ̝ ὕ ˹♥ ӓ ӓ Ḩ

Ҳ

ѹ ᴜ ѹ ḭ ӓ

ѫ ∕ ыѝ ѹ ӓὦᶅҞ Ѱ↓ ὕ ⱳ

 

 

ỡ  

ӓ П ӓ ͝ ṑ ֯ ◐ ѫ

ⱦ Ḍ ̝  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

１人１日あたりのごみ

の総排出量 

８４１ｇ 

（２０２４年度） 
８１１ｇ以下 

袖ケ浦市一般廃棄物処

理基本計画 

ごみ総排出量に対する

リサイクルの割合 

２４．９％ 

（２０２４年度） 
２５．６％以上 

袖ケ浦市一般廃棄物処

理基本計画 

３Ｒを実践している市

民の割合 

７５．０％ 

（２０２４年度） 
７７．５％以上 市民意識調査 

 

関連する 
ＳＤＧｓ目標 

   

図 廃棄物の排出量（袖ケ浦市） 図 １人１日当たりの廃棄物の排出量（袖ケ浦市） 



29 

 

ʺ ֝  

 Ҳ ֺ ֗ᵃ  

ὑ ֺ

֗ᵃ  

 

 ӓ П ӓ  

ӓ ᶫ

̓

ὦᶅ ̓ ѹ

ṑᵂ

ⅎḸ ֗ᵃ  

₴

͜ ⱦ ͝ ♣

ὕ ׄ

Е̱  

 

 ᴜ ֗ᵃ  

₴ ᴜ ѹ

♣ ᴜ

Ⱳ ⁸ ˗

ᾍ ᴜ ѹ ֝

Ҳ ᵃ ὕ ᴜ ѹ

 

 

 ѫ  

⁸К ὤ ᴜ∕ ᷂

ר Ẏ ʴ

Ṕқ ѫ ᷂ ӓ

ᾍ ҧ ֝ ⁸ ἶ

ḭ ӓ ֝  

 

 ӓὦᶅҞ Ѱ↓ ὕ  

⁸К ∕ ї Ӹ

ׄʣ ӓὦᶅҞ

Ѱ↓   

イラスト プラスチックごみ 

イラスト 食品廃棄物 

写真 機械式生ごみ処理機 
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∕ ы  

 

ⱦ Ḍ ̝ ὕ ∕ Ѱ

ҟ ∕ ы ⱳ  

⁸ ∕ ы ֗ ♣ ⁸ʝ ∕ ы Ḩ

Ḩ ʝ ∕ ⁸ ∕ ї˗ ы

∕ ы ⱬ⅝ ᶫ ⱳ Ḹ ͬ ⱳ

ᾍ ӓ ∕ ы ў ⅎḢы ̱Ѱ

ׄ ⱳ  

 

ỡ  

∕ ы ⱦ Ḍ ̝ ◐  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

農業用廃プラスチック

の回収量 

３４．２ｔ 

₴↓ ₴

↓ ₳᷈Ι 

３１．６ｔ 

（２０３１年度） 
 

 

ʺ ֝  

 ∕ ы Ḹ ͬ  

∕ ы ⁸ ֝ ק ᶮ

⁹ ק ы ͜ Ḹ ͬ  

 

 ∕ ы ᾍ  

ᶸ ὤ ї

ᶥ֛ы ʝ Ҟ

∕ ᾍ  

 

 ∕ ы Ѱ↓  

₴ Ồ ὑ Ѱ↓

ы ֛

ⱳ ר  

ᾛḌϹ ╛ ˗

ὄὑ ֛ ⁸ ὄЋ ὃ

ᾍ ⱳ ḹֻ Ѱ↓

 

 

写真 小型充電式電池ＢＯＸ 
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ȱɧɞŰ  ∕ ǵ ы  

廃棄物を一言でいうと、「不要なもの」といっても過言ではないかもしれませんが、日本では廃

棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）の第２条により定義されています。私たちが生

活する上で家庭から出るごみは、一般廃棄物に分類されます。 

廃棄物は、自治体や広域組合等により処理しやすいように分類され、それぞれに合った方法で処

理されます。処理の多くは再資源として有効にリサイクルされ、どうしても再資源化できない焼却

灰等は最終処分場で埋立処理されます。 

私たちにできることは、出来るだけゴミを出さないことが理想です。ですが、出てしまうものは

どうしようもありません。リサイクルしやすいように、その自治体の分別ルールをしっかり守って

ゴミ捨てを行いましょう。 

 

 

図 一般廃棄物の再生利用率 

 

 ∕ ы ρ  

᷀ ⁸ ʝ ∕ ԁ ⁸ ϐ

⁸ ׅ ᷂ḢⅎḢ∕ ы ˗

ӓ

₴↓ ὰ ⁸ ┴ ʴ ʣ

ὄ ⁸

ׅ ᷂ḢⅎḢ∕

ы ˗ ы

Ồ ˔ὑ  

ֺ⁸ ὄὑ ʝ ∕

ы

 

 

 ὡ∕ ы ў  

ὡ ὑ ṑᵂ ᾍꜘ ⁸ ₳₡ ὡ

˔ ᾍ ὡ Ԁ ὡ∕ ы Е̱ ҵКὦ

⁸ ὡ∕ ы ὡ∕ Л ы ὕ

 

ὡ∕ П ѫ ֯ ד ⱥ ⱥ

ҧ ⱳ П ӓ ֝  

  

出典：環境省 

 

イラスト 上総安房クリーンシステム 

（第２期君津地域広域廃棄物処理事業） 
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∕ ʥ ᾍ  

 

∕ ы ʣ ∕ ʥ ᾍ

ⱳ  

∕ ʥ ᶽṦ ╠ ˲ Ҳ

ѵ ◙ ʦ  

∕

Ẏ ᶦ  

⁸ ⁸ ˗ ̀ ̱ ∕ ʥ ᾚ

᷂Ḣ ṑ ӓ Ҳ Ҳ ᷂ ᾍ

͒ ᾛ ʥ ᾍ  

 

ỡ  

∕ ы ʥ ʥ ы ᶫ

 

  

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

不法投棄監視員による

パトロール巡回日数 

２６４日 

（２０１８年度） 

パトロール巡回日数の

現状を維持します 

（２０３１年度） 

 

ポイ捨てごみの回収量 
７０．４ｔ 

（２０１８年度） 

６５ｔ 

（２０３１年度） 
 

まちがきれいだと感じ

る市民の割合 

５８．４％ 

（２０１９年度） 

６６．５％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

 

 ╗ ǞƽǄǾɆȍ ǙǇǲǡ È Ț◑ É 
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ʺ ֝  

 ∕ ʥ ᾍ  

∕ ʥ ᶫ ʥ ʥ

ᵃ Ҳ ᵃ ⁹  

 

 ⁸ ᴣЋᴣ ὕ  

⁸ ᴣЋᴣ ҽ ∕ ʥ

ḹֻ ḸВ  

 

 ʥ ᴣ ᶽ ᾍ ᾚᴣ ṑ ӓ ᴣ ὕ  

∕ ʥ ᶫ ʥ ᴣ ᶽ ᾍ

ᾚᴣ ṑ ӓ ᴣ  

 

 ᷂ ᾍ  

⁸ ͈ Ḩ ᷂Ḣ ṑ ӓ ͝ ֗

ͪ ᶫ ᷂ ᶽ᷂ ᾍ

ᾚ џ ї  

 

  

写真 不法投棄禁止看板 写真 ポイ捨て禁止路面標示 イラスト ポイ捨て禁止看板 
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┴ ᶽ П ᶽ ᾍ  

 

ᶷ ⁸ӓ П ̢ ֺ ЏВ˗ ›˗ ᾽ ẉ

ᶽ ⁸ ˬ ᷂ ר ᶽ

Ⱳ ⁸ ᶽ ˬ

ῇ Ҳ ѫ ⁸К ӭѝ̊ʣ Ӹ ְ᷂ ʭ ᷂ₑ

ῇ ᷂◐ ̜᷂ ẉ ┴ ᶽ ḛ  

⁸ ₴ ⁸ᶽ ḛ ᶽṦ ֗ ὡ

͈ ᶽ ᾍ ᾚᴣ ֿ ͈

Ḩ ў ᾚ ᶽ ᶽṦ ὡ ҟ

ᶽ ы ᵃ ֯ḛ ᶫ  

₴ ḛ П ᶽ ѫ ˗͈ П ᶽ

Њ ᾍ ⱳ ӧ П ᶽ ḛ ӓ

͈ ὁ᷂ ֗ ὑ ᶽ Ѱ  

⁸ Ẻ ₴Ṕқ ι ᾶẆͪ

ḹ ₴ П ᾶẆͪ ͈

ʥ ў ͪ ᶦ ק ṑ ◙ ᶫ  

⁸Ẇ ┴ ᶽ Њ ʥ

ḛ ͪ ᶽ᷂ ᵃ ͜

˗ ԝ ᾚ ⱳ  

 

ỡ  

┴ ᶽ П ᶽ ᾍ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

土砂等対策指導員によ

る監視パトロールの日

数 

２６４日 

（２０１８年度） 

監視パトロール日数の

現状を維持します 

（２０３１年度） 

 

再生資源物屋外保管事

業場へのパトロールの

日数 

４８日 

（２０２４年度） 

監視パトロール日数の

現状を維持します 

（２０３１年度） 

 

写真 臨海部の一時たい積場 写真 建設発生土の埋立て事業場 
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ʺ ֝  

 ᶽ ᾍ ᾚᴣ ὕ  

┴ ᶽ П ᶽ ∕ ᶽ ̊Ẇ Њ

ᶽ ᾍ ᾚᴣ ᾚ ὕ  

᷂ ӓ ̢ ְ ẎḌӓ Ẏ ḛ ᷂

  ᶽ ї ᶽ ᾍ ᾚᴣ

Ỗ ̜ ὕ Ӿ

 

 

 ᶽ᷂ ᵃ  

ᶽ᷂ ḛ ˗ ᶽ᷂ ► ᶽ᷂ ֯ ┴ ᶽ ḛ

˗͈ ♥  

ʥ ў ḛ ᵂ ѵӓ ⅎḸ

ᶽ᷂ ׄ ᵃ  

 

 ┴ ᶽ П ᶽ  

▌ᶭ Ҳ ⁸К ┴ ᶽ П ᶽ

 

 

 ͜  

᷂ ͜ ̉ ᾯ Ḹ В ֯ḛ

ҟ  

ʥ ᴣ ֻֿ ὕ ͜ ► ̝

Ὥ ᶫ  

˗ ᾍ ό ᾍꜘ  

 

 П ᾶẆͪ ˗ ḹ ᾍ  

⁸К П ᾶẆͪ ˗ ḹ ᾍ ₴

⁸П ᾶẆͪ ͈ Ḩ ὑ

֗ ˗ ʺ ͪ ̢

Ҳ ⁸ ὄЋ

֗ ṑ ͪЋ   

写真 土壌検査 写真 水質検査 
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 В  

 

 

 

ͪЋ  

 

⁸ ′ ῇ ⁸ ˬ ᾛ ′

′ ′ ′ ⁸ ʴⱲḢ ˬ ′ ′

ʿͪ ′ ⁸ Ӕ ₳ḅ ʭ ᷂ₑ

᷂ ӳ ӳ ᷂ₑ ⅎ

ṑ  

⁸ ṑͪЋ ᷂ ᾛ

ρ ק ṑ ρ

ṑ  

ЏВ ᷂ Ϯ ͪ

Ἥ Ҟ Ѱ↓ ὕ  

˹♥ ᷂ ṑ ͪЋ ͜ ẉ ⁸

֗ᵃ ⱳ  

 

ỡ  

ͪЋ ֺ֝ ᾽ ⁸ ṑ

ḹ ͑  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

多面的機能支払事業※

活動面積 

９４５ｈａ 

（２０１８年度） 

１，２５０ｈａ 

（２０３１年度） 
 

地域の水がきれいだと

感じる市民の割合 

６２．７％ 

（２０１８年度） 

７０％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

地域にみどりが多いと

感じる市民の割合 

８１．８％ 

（２０１８年度） 

現状を維持します 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

※多面的機能支払事業  
農業・農村は、国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成等の多面的機能を有

しており、その利益は広く国民が享受しています。  

しかしながら、近年の農村地域の過疎化、高齢化、混住化等の進展に伴う集落機能の低下により、地

域の共同活動によって支えられている多面的機能の発揮に支障が生じつつあります。また、共同活動

の困難化に伴い、農用地、水路、農道等の地域資源の保全管理に対する担い手農家の負担の増加も懸念

されています。  

このため、農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に支援を行い、

地域資源の適切な保全管理を推進します。［千葉県ホームページから引用］   

関連する 
ＳＤＧｓ目標 
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ʺ ֝  

 ЏВ ᷂  

᷂ ֛ט ᴇ ҧ

ЏВ ᷂  

 

 ρ  

ṑͪЋ ᷂

ᾛ ρ ᷂Ḣ

̮ ὕ

⁸ ṑͪЋ ᷂ ρḨ

Ḩ ρ

 

   

ק  ṑ ρ  

˝ḷ ḷ Џᶸ Ͻ ḷ џ ὕ

Ẻ ṑ  

 

 ᷂ ẉ ֗ᵃ  

᷂ Ẻ ◐ ẉ

֝ ֗ᵃ џ  

 

 ͪἭ ͪЋ  

⁸К Ϯ

ӲҘ ͪЋ

 

 

 

 

 ᷂ͪἭӲὑ  

›ḹ᷂ₑ ˗ ᷂К

Ẻ ṑ ͪ ⁸

ͪЋ֗ ͈ Ḩ ʝὑ

̊ʣ ˗ ┴ ᷂ͪἭӲὑ

 

 

 

 Ḩ ὑ  

᷂ ͪЋ ӓ ᶫ ⁸ ⁸

⁸ ṑḨ ֺ ᶫ Ḩ ὑ   

写真 椎の森自然環境保全緑地 

写真 緑地保存協定締結事業所 

  （幼保連携型認定こども園まりん） 

写真 保存樹木 
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Ṕқ ԝ

 

ẉ ר ὑ ẉ ר

ͪЋ П ѫ ֻ ὕ

ᾍ  
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װ ד ᶥ ̭ Ҋ

ֻ  

ẉ ר ᶫ ẉ ר

֗ᵃ ẉ כֿ ḹ

ρ ⁸Кֺ᷂Ӣ כֿ

ⱳ  
 

ỡ  

⁸ ʝ˲ ẉ ר ͪЋ ר ẉ

כֿ ṑ ͪЋ  
 

 

 
ʺ ֝  

 ẉ ר ֗ᵃ  

⁸ ˗ ẉ ר ͪЋ ר

Ḹ ֗ᵃ  

 

 ̜ ∕ ᷂  

ў ᷂ ẉ

᷂כֿ

♅ ̜ ᷂

∕ ᷂

 

 

項目名  現状（基準年度） 目標（目標年度） 備考  

生物多様性地域戦略の

策定 
― 

計画期間中の策定を

目指します 

 

生物多様性の意味を知

っている市民の割合 

２５％ 

（２０１８年度） 

６０％ 

（２０３１年度） 

袖ケ浦市環境基本計画改

定準備アンケート調査 

写真 遊休農地 写真 荒廃農地 

図 生物多様性の認知度 

25%

41%

34%

出典：市民・事業者アンケート調査 
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 ₁ᾜ  

ẉ ר ͪЋ ᶫ ⁸

ЋḢ ᾍ כֿ Ҳ

֗ כֿ ҟ

₁ᾜ ͪ ᶫ  

 

 ẉ Ḣ᷂ר ὑ  

ẉ Ḩר Ḩ ⁸К ẉ ר ͪЋ֗ ֯ ѫ

Ḩ ẉ Ḣ᷂ר ὑ ẉ ר

ͪЋᾍ  

  

写真 トウキョウサンショウウオ 

ȱɧɞű  ẉ ר  
〇生物多様性とは 

様々な生態系が存在することと、生物の種間及び種内に様々な違いが存在することです。様々な

生態系を「生態系の多様性」、種間の違いを「種の多様性」、種内の違いを「遺伝子の多様性」と呼

びます。 

〇生物多様性とダーウィンの進化論 

チャールズ・ダーウィンは、１８５９年に『種の起源』を発表し、地球上の全ての生きものは、

１種又は数種の生命体の子孫であると提唱しました。 

その理論が世に問われてから１５０年を経た現在、形質はどうやって次世代に受け継がれるか、

そうした形質がどのように変化して進化していくのかといった重要な問題は、遺伝子やゲノム研

究の著しい進歩によって解明されつつあります。 

ＤＮＡの長い鎖の中に自然に生じた変化（突然変異）は、世代を越えて受け継がれ、その変異は

かなり規則的に生じることが明らかになっています。新しく有用な形質は、シンプルでランダム

な突然変異によって生まれるといわれます。生物の多様性を生み出しているのは、分子レベルで

の偶然の変化の積み重ねということができます。 

○生物多様性の損失 

生物多様性国家戦略 2023-2030 では、我が国の生物多様性は過去５０年間損失し続けており、

生態系の種類によっては損失の速度は弱まりつつあるが、全体としては現在も損失の傾向が継続

している状況にあるとしています。 

また、生物多様性の損失の直接的な要因は次の「四つの危機」に整理されています。 

① 開発など人間活動による危機       ② 自然に対する働きかけの縮小による危機 

③ 人間により持ち込まれたものによる危機  ④ 地球環境の変化による危機 

○生物多様性の保全目標「３０ｂｙ３０（サーティバイサーティ）」 

年までに陸と海の３０％以上を健全な生態系として効果的に保全しようとする世界的な

目標で、生物多様性国家戦略においても 年までのネイチャーポジティブ（自然を回復軌道に

乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させること）実現に向けた目標の一つとしています。 

目標達成のためには、国の取組を推進することに加え、民間の取組等によって生物多様性の保

全が図られている区域を広げていくことも重要です。 
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( ) ὡ ὑẆ ᾍ  

 

⁸ ὡ כֿ Ṕқ ̢

̸ ὡ ẉ Ṕқϊׄ  

⁸ ὡ ὡ

♫˗ ͪ ⱳ ᾍ ὡ ₴ Ṕқ

˲ ӓ ʥ

˲ ͪ ⱳ  

̸ ὡ ˲̱ ѵ ◙ ʦ ὑẆ

Њ ᷂כֿ Ẏ ᵂ ̸ ˲ ὡ ֗

◙ ֗

₴ ̱Ѱ ▌ӓ

Ṕқ ʣ

Ҙ ▌ ◕

 

ὑẆ

͙Њ ᷂כֿ Ẏ

⁸ ʝ˲ ὑẆ ᾍ

♬ ⱳ  

 

ỡ  

ὡ ῇ ў Ή̱ ὑẆ

Њ ᷀ כֿ

˲ ВἭ ṑ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

有害鳥獣の捕獲数 

イノシシ  ５２２頭 

ハクビシン  ６４頭 

（２０１８年度） 

被害状況を勘案しながら

捕獲を進めます 

（２０３１年度） 

 

特定外来生物の駆除数 
アライグマ １９７頭 

（２０１８年度） 

根絶に向けて駆除します 

（２０３１年度） 
 

 

ʺ ֝  

 ὡ ὑẆ ֗ᵃ  

ὡ ὡ Ḹ ⱳ Ḹ ͑ ὑẆ

ὡ ў Ҳ

֗ᵃ  

図  有害鳥獣・特定外来生物駆除件数の推移 

（袖ケ浦市） 
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 ὡ  

̸ ὡ ♫˗ ͪ ҟ

Ҟ˗ ҧ

ὕ ̱Ѱ ρ ̝ ᾍ ὡ

ὡ ᾍ ̝ ὕ ᷂Ḣ ʝ̱

̱Ѱ ρ  

 

 ὡ ὑẆ  

̸ ὡ ֗ ὡ ᾍ

ὑẆ ӧ ὕ

Ḩ ʦ ֞

ὡ ֗ᵃ  

Ẇ

Ḹ ͬ  

 

 

 

 

 

 

 

  

ȱɧɞŲ  ὑẆ  

特定外来生物とは、外来生物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法

律）によって、生態系、人の生命・身体、農林水産業に悪影響を与えるもの、与えるおそれのあ

るものとして指定された外来生物のことをいいます。飼育・栽培、保管、運搬、販売・譲渡、輸

入、野外への放出等が禁止されており、生態系等に被害が生じている場合は、捕獲等の防除措置

がとられます。２０２４年７月時点で１６２種の動植物が指定されています。外来種とは、もと

もとその地域にいなかったのに、人の活動によって他の地域から入ってきた生物のことをいい

ます。特に、外来生物法では、人の移動や物流が盛んになり始めた明治時代以降に海外から日本

に持ち込まれた生物（国外由来の外来種）を中心に対応しています。 

外来種と一括りに言っていますが、日本の野外に生息する外国起源の生物の数は、把握され

ているだけでも約２，０００種にもなります。 

その多くはペットや展示用、食用、研究用等の目的で意図的に輸入されています。その一方、

荷物や乗り物に紛れ込んだり、付着して持ち込まれたりしたものもあります。 

特定外来種が勢力を拡大することは、日本元来の生態系を損ねてしまい在来種を絶滅に追い

やってしまう可能性がありますので、被害を予防するためにも外来種被害予防三原則を守りま

しょう。 

１ 入れない：悪影響を及ぼすおそれのある外来種を自然分布域から非分布域へ入れない。 

２ 捨てない：飼養・栽培している外来種を適切に管理し、捨てない。 

３ 拡げない：既に野外にいる外来種を他の地域に拡げない。 

写真 アライグマ 

（特定外来生物） 

写真 ハクビシン 

 

写真 オオキンケイギク 

  （特定外来生物） 
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◐  

 

₴ Ѱὑ Ẻ ͪЋ ֲ ӓ ᷂Ḣ

᷂Ḣ ר ꜘ ◐ ⁸ ὄ

⁸ ⁸К ⅎ ᶸ ῇ

ᾍῚ ὰṲῇ ⅎẎ ᷂Ḣ

₴ ⁸ ͈ Ѱὑ ⁸

ὑ  

⁸ ⱪ ῇ ᾜ ̸ ᷂ Ṕқ ♦ ẕ

˹♥ ⱳ  

⁸ ⁸ ʦ

⁸ ḹ Џᶸ ֥ ק ℅

⅜ ʱ ◐

 

 

 

ỡ  

⁸ Ḩ Ẻ ◐ ⱳ ᾍ Ҙ

╠  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

景観重要樹木等の指定 
６本 

（２０１８年度） 

１０本 

（２０３１年度） 
 

景観まちづくり推進団

体数 

８団体 

（２０１８年度） 

８団体 

（２０３１年度） 
 

市内の公園がきちんと

管理されていると思う

市民の割合 

６２．９％ 

（２０１９年度） 

６５．９％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

良好なまち並みや景観

が形成されていると思

う市民の割合 

５４．８％ 

（２０１９年度） 

６６％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

図 まちづくり推進団体数の推移（袖ケ浦市） 図 景観重要樹木本数の推移（袖ケ浦市） 
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ʺ ֝  

 ⁸Џᶸ ρ  

Џᶸ Ͻ Ҙ ἧ

ṑ ӓ

Ӧѝ

ꜝ ѫ ӓ

ʹ

 

 

 ṑ ͪЋ  

᷂ ẉ ᶫ ᷂Ḣ џ

ʣ ʹ ◐ ᶫ ᷂Ḣ

ў ͪЋ  
 

 Џᶸ  

Џᶸ Ỗ

Ẻ ᶫ

᷂ϷӢ џ

᷂Ḣ ṑ ӓ

ׄʣ ᶫ  

 

 ў  

⁸ ֗ ⁸ ͈ Ḩ Ѱ ᾚ Ẻ ͪЋ ᷂

Ḣ ר ꜘ ◐ ⁸ Ⱳ ὄ

⁸ Ӳϐ  

 

 Ҳ  

Ẻ ◐ Ҳ ᶧ̱ ⁸К ͪЋ

ҍ ֝ Ẻ ◐ ׄ ⁸ ᶫ

ᵃ Ҳ  

 

 ᾶẆⅎף ͈  

ӧ ᾶẆⅎף ͈ ў Ẻ ◐

ⅎף ֒ ֚ⅎ

ף ԁ Ҳ ᶧ̱ ὑ Ӳϐ ὄЋ ͪ  

 

 ӓ Ҳ ὕ  

⁸Кʝ ᷂Ӣ ὕ ᷂Ḣ ṑ

ӓ Ҳ Ẻ ᶫ  

  

写真 都市公園（袖ケ浦駅前） 

写真 花の植栽（フラワーライン） 
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 ꜝ ὄЋ  

 

 

 

Ẏ ṑ ͪЋ  

 

⁸ ӓἶ ˬ › ᷂ₑ ʝ Ẏ

ὑ ẉ Ҳ ˧

ᶮ ֵ ˬ ῇ Ҳ ᶷ

Ẕ ρ ᶷ ӧ ˧  

⁸ Ẏ ṑ Ћᶮ Џὡ ᵂ ӓ ᴇ ₴̈ ♥ Џὡ

ᾍ ᷀ Ẏ ї Ẏ₦ ᵎ Ͻӓἶ

ԍᶦ Ͻӓἶ ṑḨ

ṑḨ ᾚ ⱳ  

Ẏ ṑ ₡ Ẏ ὑᾯ

Ẏ ṑ ὤ↨ ὤ ԁ

Ẏ ԍᶦ

ᾚ ὕ ⱳ  

 

 

 

関連する 
ＳＤＧｓ目標 

図 二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の年度別推移（袖ケ浦市） 

図 光化学スモッグ注意報等発令日数及び光化学オキシダント年平均値の年度別推移（袖ケ浦市） 
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ỡ  

Ẻ Ẏ ṑ ͪЋ ṑ ї ᾍ

ᾚ ї ѹ ֝ ʴ β∆ ꜝ ᵣ

 

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

光化学スモッグ注意報

の年間発令日数 

５日 

（ 年度から 年

度までの平均日数） 

注意報発令日数の半減 

（計画期間の平均日数） 
 

市内における大気汚染

物質の環境基準達成率 

８７．５％ 

（２０１９年度） 

達成率を向上させます 

（２０３１年度） 

「袖ケ浦の環境」
に掲載する項目 

地域の空気がきれいだ

と感じる市民の割合 

６２．７％ 

（２０１９年度） 

７０％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

 

ʺ ֝  

 Ẏ ֗ ⁸ Ḹ ͑  

ֺẎ ὑᾯ ᶅ Ẏ ṑ ₡

ὕ Ͻӓἶ

↓ Ḹ ̉ ⁸

Ḹ ͑  

 

 

 ᾍ  

ṑ ͪЋ Ӳὑ Ḩ

Њ ὕ  

 

 ὤ ԁ ᾍ ᾚ  

Ẻ Ẏ ṑ ὤ ԁ

ᾚ ⱬ⅝

̱Ѱ ▌ӓ  

 

 

 

 Џὡ ᾚ  

ṑ ͪЋ ⱳ ᾍ ⁸ ṑ ͈֗ ṑ ͪЋ

Ӳὑ Ḩ ˗ѼӲ ṑ ї ᾜ

ᾚ  

  

写真 大気環境常時監視測定局 

写真 野焼き 
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ᶽṦ ᷂ ṑ ͪЋ  

 

⁸ Ӕ Ḣ ˬ ⁸Ḣ ᾛ ′ ′ ′

⁸КЏВ Ḣ Ẻ

ʝ Ḣ ′  

⁸ ᾍ ЏВʤ ҧ

͑ ӢḢẆ ӓ ↓ы ӓ ͝ ЏВ Ḣ

ᶫ ⁸ ᾍ ק ╠

ὕ ⱳ  

˹♥ Ḩ ЏВʤ ӓᾍ

ὕ ֺ ᾎᴁӓ ᶫ  

ᾍ ṑ ͪЋ

Ӳὑ Ḩ ʝὑ ̊ʣ

˗ ᾍ

Њ ὕ ⱳ  

ᶽṦ ᷂ ṑ ͪЋ

˝ ᾍ ᾚ

᷂ʤ ╠ ὕ

ⱳ  

 

ỡ  

ṑ ᵎ ׄ ṑ ̭ Џ ׄʣ ᶫ

ӲҘ ᶽṦ ᷂ ṑ ͪЋ ЏВ Ḣ ẉ

כֿ Ẻ ͪ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

水洗化率（公共下水道） 
９６．９％ 

（２０１９年度） 

９８％ 

（２０３１年度） 
 

水洗化率（農業集落排水） 
７９．０％ 

（２０１９年度） 

８４％ 

（２０３１年度） 
 

小櫃川における水質の環境

基準達成率 

８０％ 

（２０１９年度） 

達成率を向上させます 

（２０３１年度） 

「袖ケ浦の環境」

に掲載する項目 

汚水が適切に処理されてい

ると感じる市民の割合 

７６．９％ 

（２０１９年度） 

８１．５％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

適切に河川や雨水排水施設

が整備されていると思う市

民の割合 

６２．２％ 

（２０１９年度） 

６６．７％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

 

図 水洗化率（公共下水道・農業集落排水）の推移 

（袖ケ浦市） 
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ʺ ֝  

 ṑ ֗ ⁸ Ḹ ͑  

Ḩ ⁸К ЏВ Ḣ ′ ֗ Ḣ ὑ

ὕ Џ  

ӓἶ ′ ὕ

ᶮ Ҳׄ ὓᾍꜘ  

 

 ʤ  

ЏВʤ Ḩ

Ҝӓ  

ы ḹ П ὑ ᾓ ρ רׄ

ὑ ὄὑ ы  

 

 ֗ᵃ  

⁸ ṑ ∕

҃ ҈̓ ◙ ֗ᵃ  

 

 ˗ ᾚ  

ṑ Ẏ Њ ЏВ Ḣ ⁸

ṑ ͈ ṑ ͪЋ Ӳὑ Ḩ ˗ѼӲ ᾚ Њ

ὕ  

 

 ӓ ᾚ  

ӓ ʝ˲ ֻ̿ы ӓ

ᾚ֗ ⅎḸ ק ֗ᵃ Ӵ ы ӓ

֝ ╛ ֻ̿ы ӓ ͝  

 

 ᷂ʤ ᶽṦ ᷂ ʤᾍ  

᷂ ṑ ͪЋ ӲҘ ˝ ᾍ ᾚ

ὕ ֗ ᷂ʤ  

  

イラスト 合併処理浄化槽 
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Ҳ  

 

Ҳ Џὡ ₡ ͜ ˲

Ѵ ṑ Џὡ ᴀ Ẏ

ᾛ ᶦ  

⁸ ʺ Ҳ ›ḹ

ᶦ  

Ҳ Ҳ ₡ ⅎ ̓ ̮ὁ᷂̂

˧ Ҳ ᵂ ⁸ ˧ ὑ ὑ ὕ

 

⁸ ₴ ⁸ʣ ʣ ̂

 

⁸К ὤ ᾮ ԍᶦ

 

⁸ ›ḹ ┴ ʱ ›ḹ Ӕ

י гἳ ʴⱲ ʤ ̮ὁ᷂ ᾍꜘ

 

 

ỡ  

Ҳ ̭ ⁸ ꜝ ṑ ͪЋ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

自動車騒音の環境基準

達成率 

８７．５％ 

（２０１５年度 

～２０１９年度） 

達成率を向上させます 

（２０３１年度） 

５年間ローテーショ

ンによる調査 

騒音・振動・悪臭の苦情

件数 

２１件 

（２０１９年度） 

苦情件数を減少させます 

（２０３１年度） 
 

 

¤וּ  ¤ℓ ǡ È Ț◑ É 
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ʺ ֝  

 Ҳᾍ  

Ҳ Ҳ

ὑ ⁸К ℅

Ӣ ὕ

↓ ḹֻ ͜ ᾍ

 

 

 ᾍ  

⁸ ᶦ

П █˗ ⁸ Ӳ ̝ ̭

 

 

 ὤ ᾮы ᾍ  

̭ ὤ ᾮы ᾚЊ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ›ḹ  

›ḹ ҈ Ҳ ⁸ ṑ

͈ ṑ ͪЋ Ӳὑ Ḩ ›ḹ

ᾚ ⁸К ͜ ḹֻ

ὑ ҟ ⱳ ᾚ   

図 畜産経営由来の苦情発生状況 

写真 道路における騒音・振動調査 

ȰºȨ  
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˹ ↓ ˗͈ ᾜ ̭ ↓
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◙ ᾍ ꜠ ӓἶ ˲ β
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˹ ӓἶ ᵂ ӓἶ Ẏ ֗ ὡ ◙

˿ ἶ Ӧѝ ᾍ ►

♫ Ḍ Ήѩӓἶ ᾍ Ѱ ў қ ⁸

ӓἶ ͝ ̝Ћ̱ ӓἶ ṑ ̭

ⱳ  

ӓἶ ᾽ Ὥ ӓἶ ᾍ

ὡר ᶮ Ҳׄ ♫ ў ᾍꜘ

 

 

ỡ  

⁸ ʝ˲ ӓἶ ̓ ӓἶ

ṑ ̭ ὄЋ ὄⱲ ͪ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

ダイオキシン類の環境

基準達成率 

１００％ 

（２０１８年度） 

１００％ 

（毎年度） 

 

 

ʺ ֝  

 ὡӓἶ ֗ ⁸ Ḹ ͑  

ʝ Ẏ ṑʴ ὡӓἶ ↓

⁸ ὄⱲ ὡẎ

ὑ ὕ

Џ ⁸ Ḹ ͑

Ḹ ק ᶫ

 

 写真 有害化学物質のモニタリング調査 
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 ̓  

Ẻ ṑ ὃ ὄЋ ̸ ͑ ҃

҃ ̓ ͝ ʴ ⁹ ὕ ˗Ѽ ⅎ ⁸

ק ⁸ ˗ ק ᵃ ὤ↨ ̮ὁ᷂
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 ˗ ὡӓἶ  

ὡӓἶ ʺ ͝ ṑ ͪЋ Ӳὑ

˗ ₴ ї ӓἶ ̓ ї

 

 

 ӓἶ ᾍꜘ  

ӓἶ ᾽ ὡר ӓἶ ᾍꜘ

ᶮ ᾐ ἶ Ḩ ў ᾍꜘ  

 

  

（出典：農林水産省） 

イラスト 農薬の適正使用に関するリーフレット 
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 ṑͪЋ Ҳ  

 

 

 

ṑ Ḹ ͬ  

 

⁸ ṑ Џ

ṑ Ḹ ͑ ᵃ Ҳ ὕ  

˹ ṑᵂ ₦ ⅎ ᵂ ṑ ᾍ

ᶥ ᵂ ᷂ ᵂ ⅎ ἶ Ḣ ἶ ̝

ἶ ѝ ʝ˲ ר Ⱳ ᵂ ֗  

ṑᵂ ṑ Ḹ Ѩ

⁸ ˗ ʺ Ҳ ṑ Ḹ ͑

ṑ Ҟ ͑  

 

ỡ  

֯ ̝ ׄ ṑ Ḹ ͬ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

環境に関心を持ってい

る市民の割合 

６６．７％ 

（２０１９年度） 

８０％ 

（２０３１年度） 
市民意識調査 

 

ʺ ֝  

 ⁸ ṑ ֺ Ḹ Џ  

⁸ ⁸ ṑ ֺ ⱳ Ḹ

Џ  
 

 ⅎḸ ṑᵂ Ḹ ͑  

ṑ ʴⱲ ⅎḸ ṑᵂ

Ḹ ͑  

 

 ṑ Ҟ ͑  

ṑ ṑ ⅎ ⁸

˗ ͑  

 

 

関連する 
ＳＤＧｓ目標 
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ȱɧɞų  ǵҧ  

森林浴は、樹木に接して精神的な癒しを求める行為のことをいいます。近くの公園を散歩する

程度から登山や植物園見学、広くはキャンプまで幅広く森林浴に含まれます。日本では１９８２

年に当時の林野庁により提唱されました。森林浴は身体に良いとされており、欧米では「森林浴

セラピー」や「自然療法」として、森林浴が実際に医療の現場で実用化されており、保険が適用

される国もあります。 

森林浴はとても健康的で、次のような効能が期待されています。 

・ストレスホルモン減少  ・血圧、脈拍数低下 ・副交感神経活動が活発 

・交感神経活動抑制が活発 ・たんぱく質増加  ・病気に対する免疫力ＵＰ 
 

森林浴の科学的な効能として、樹木が発散する

フィトンチッドと呼ばれる揮発性物質が作用し

ているとされています。近年では、反応速度、脳

波測定、心拍の変動、唾液中ストレスホルモンの

濃度、心理的調査等を用いたリラックス効果等の

定量化が試みられており、森林浴が人間に与える

影響の科学的根拠が示されるようになってきて

います。 

 

 

 

 

写真 袖ケ浦公園 
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ṑἶ ṑ  

 

˹ ᷂ ʣ ṑ ṥ ᵂ ʝ˲ ˲

ṑ ṑ Ҳ

ṑἶ ⱳ  

ṑᵂ ̈ В Ẁӓ Кὦ ẉΉ ἶ Кὦ ὓ

ⱳ Ћ ʫ̈ ṑᵂ

Ҳ Ḹ ἶ ̝ ͑  

 

ỡ  

֯ ̝ ׄ ₦ⅎ ʫ̈ ẉ ṑ ṑἶ

ṑ ̝ ͑ ֯ ̝ ὕ ׄ Ҳ Ẁ

ṑ ̝ ṑἶ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

環境学習講座・自然散

策会の実施回数 

６回 

（２０１８年度） 

同等の実施回数を確保

します 

（２０３１年度）  

環境学習講座・自然散

策会への参加者数 

１４０名 

（２０１８年度） 

１５０名 

（２０３１年度） 

環境関連講座等の実施

回数 

７回 

（２０１８年度） 

同等の実施回数を確保

します 

（２０３１年度）  

環境関連講座等への参

加者数 

９５名 

（２０１８年度） 

１０５名 

（２０３１年度） 

 

ʺ ֝  

 ṑἶ ↔ ὕ  

ṑ Ḹ ͑ ᾚ ᶫ ṑἶ ↔ ̝ ᴣї

Ѽ ↔ σ  

写真 環境学習講座（施設見学） 写真 自然散策会 
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 ἧ ᾍ ṑἶ Ḹ ͑  

ἧ ᾍ ṑͪЋ Ҳ ṑἶ ̔

֕ Ḹ ͑  

 

 ̝ ṑ Ҳ  

˧ ᶫ ᶽӵ ̝

ặר їѼ ↔

ἶ σ ᶽӵ

ѝ ᾽ Ϲὕ ᶫ  

 

 ἶ ṑ  

ᾛʴἶ ᾍ КẆ ʴ

̱ Ҳ ̜

ᾛ ′

ṑ ὕ

᷂Ḣ

ἶ

 

 

 ῇ ͪЋ ֝ Њ ṑ ὕ  

Џᶸ ѫ џ ̱ ἶ ὕ

ἶ ḧ ̝ ἧ Ὑ σ  

  

写真 緑のカーテン 
（２０２４年度最優秀賞）  

写真 田んぼの学校 

図 郷土博物館企画展 
  「袖ケ浦の外来種」 

図 子ども向け自然観察会 
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Ӳϐ ṑͪЋ Ҳ  

 

˹ ṑᵂ Ẏ ṑ Ҳ ᵂ ᷂ ᵂ

Ẏ ⅎ ֻ

ṑͪЋ ֝ ֺ ˲ Ḹ ˧

Ӳϐ ʝ῁ҧ ♅  

⁸ ᷂Ḣ ṑ ӓ ⁸Кʝ ᷂Ӣ ὕ

ṑͪЋ ᷂ ρ כֿ ṑ ρ

⁸ ᶧ̱ Ҳ ̝ ᶥ֛ Ҳ

ⱳ  

 

ỡ  

֯ ̝ ׄ ṑ ͪЋ Ҳ

ṑͪЋ Ҳ ṑ ӓ Ҳ ֓қ  

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

椎の森自然環境保全緑

地のボランティア参加

人数 

２７人 

年度から 年

度までの平均人数 

参加人数の現状を維持

します 

（２０３１年度） 

１回当たりの参加人数 

資源回収自治会事業実

施自治会数 

１１５自治会 

（２０１８年度） 

１２０自治会 

（２０３１年度） 
 

 

ʺ ֝  

 Ӳϐ ῇ ͪЋ  

ṑͪЋ ᷂ Ӳϐ ʤ џ ̸

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 協働によるボランティア活動 
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 Ҳ ὕ  

᷂Ḣ ṑ ӓ

⁸Кʝ ᷂Ӣ

⁸ ˗ ֓қ

Ҳ ὕ

ᵃ Ҳ

⁸ ֓қ ᵃ

Ҳ ὕ  

  

 

 

 Ҳ  

᷂Ḣ ͪ ṑ ӓ

Ҳ ̝

⁹

͝  

 

 

 

 

 

 ᶥ֛Ѱ↓  

ѝѩ ׄʣ ᶫ ̝ ᶥ֛

 

 

  

写真 臨海地区清掃 

写真 ごみ拾いウォーキング 写真 市内一斉清掃 

写真 花いっぱい運動 
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⁸ ṑͪЋ Ҳ  

 

ṑͪЋ ᵂ ̓ᴁ Ⱳ װ

ד ד ṑͪЋ Ҳ Ồ

 

⁸ ṑ ὃ ר֞ ׄ Ҙ ̂

ʺ̱ Ҳ ˲ ṑἶ ʝ˲

ṑ ᾍ Ҳ ʝ῁ ⱳ  

 

ỡ  

֯ ̝ ׄ ṑᵂ ⁸ ˗ ʺ Ҳ

 

 

 

項目名  現状（基準年度）  目標（目標年度）  備考  

ごみ拾いボランティア

の活動日数 

３５日 

（２０１８年度） 

４５日 

（２０３１年度） 
 

 

ʺ ֝  

 ṑͪЋ ͜ ⁸ Ҳ  

᷂Ḣ ֝ ṑͪЋ Ҳ ʺ̱

ὕ ⁸ Ҳ ᾍ ⱳ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 水生生物の調査の支援 
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 Џᶸ ᷂ ̝ ᶧ̱ ֓қ  

̝ ᶧ̱ ӲҘ ʝ Џᶸ

Џᶸ ρ ᶧ̱ ҹ ֝

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ṑ ẉ ˲  

Ḹ ṑͪЋ Ҙ ᷂Ḣ

ẉ ˲ ҟ  

  

写真 公園の整備（代宿団地中央公園） 
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Ŧ  ǡ ǝ ƻ
 

ŪǗǡ ȅ Ǌ  ǌ ȅ ǌǾǒǴǞǢ  ƿ Ǌǒ ȅ

  Ǟ ǌǾǆǛǷ    Ǧ ƿ Ǟ ȅ ǌ

ǾǆǛƿ ǚǌ¡Ǳǒ  ǡ ƿ ǊǙ ǈǿǾǒǴǞǢ  ǡ Ƿ

ǡ ȅ Ǟ №Ǌ  Ǟוֹ ǊǙ ǝ ¤ ȅלּ Ʒ 

ǡ ǲǡ  ǐǿȅ ǌǾǒǴǡ ǡ   ǞǢ ǡ ȅ ǌ Ƿ

ƿ ǚǌ¡  
 

ŧ  ǡ
 

ǡ Ǟ ǒǖǙǢ  Ƿ ǞƽƷǙ ȅ ǖǒ ǚ 

ǞƽǄǾ Ǟ ǌǾ ǡ Ƿ ȅ Ǆ      Ǜǡ

¤ ȅ ǽǝƿǼ  Ǟ∞ Ǆǒ ǡ ǝ ȅ ǽǱǌ¡  

 

 Ŧ   

Ț◑ ŭ Ǟ ǘǀ  ǡ Ǟ ǌǾ ǡ ƾǗ

ǝ ȅ ǾǒǴ  Ț◑ ȅ ǌǾǆǛȅ ǴǙƷǱǌ¡Ǳǒ 

Ūŧ ǚǢ  ǡ Ǟ ǊǙ  ȅ ǈǎǾǒǴ  Ț◑

ȅ ǊǙƷǱǌ¡ ≠╢Ǣ  ǡ Ǟ Ǌ ȅ ǌǾ

ǡƹǔƾǼ  ƿ≠ ǊǱǌ¡  

ǡ Ǣ    Ț◑ Ǟ Ǌ  ¤ ȅ Ǳ

ƻǒ ǚ  ǡ ǝ ȅ ǽǱǌ¡  
 

 ŧ  ¤ ¤ Ǜǡ  

ǡ ǞǢ ǐǡ ╣Ƿ☼ ƿ ∫Ǟ ǩǵǡƿ ǂǝǖǙƽǽ 

ǡ ╓ȅⱢƻǒ ╓ ǝ ƿǆǿǱǚ∙ Ǟ ǞǝǖǙƷǱǌ¡    

Ǜǡ ȅ ǽ  ╓ ǝ ƿ וֹ Ǟ ǈǿǾǻƹ ȅטּ ǽǱǌ¡ 

 

 Ũ  Ǜǡ  

Ǣ  Ǜǡ ȅ ǽ  Ǟ ǌǾ Ƿ ǞƽǄǾ

ȅ Ǌ  ȅ ǊǱǌ¡  
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 ǡ  

  

 

¹ ǡ  
   ¹ ǡ  

 

 
¤ 

 

 

¹ Ǟ ǌǾ ǡ  
¹ Ǟ ǌǾ ǡ ¤  

¤  

¹ ǡ  
¹ Ǟ ǌǾ≥  

 
¤ 

 

 

¹ Ǟ ǌǾ
ǡ  
¹ ǡ
Ǟ ǌǾ  

 

¹ ǡ  
¹ ǡ ǡ № 
¹ ǡ ¤
¤  

 

¹ ǡ  
¹ Ǟ ǌǾ
ǡ  
¹ ǞƽǄǾ

ǡ  

 

 

 

 
≥  

¤ ¤  

¹ ╓ ǝ ǞǻǾ ǡ Ǟ ǒǖǙǡ ¤  
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Ũ  Ǟ ǴǼǿǾ
 

ȅ Ǟ ǌǾǒǴ  Ǟ ǴǼǿǾ ǝ ȅ ǊǱǌ¡  

 

 Ŧ  ȅ ƷǷǾǱǔ  

 ÈŦÉ   

¤ ȑȶɔȗº Ƿ סּ ȑȶɔȗºǡ Ǟ ǴǾ¡  

¤ ǡȔºȯɜǘǂǽȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ȑȜȲɒȍȿȅ ǌǾ¡  

¤ ɔºɔǛɇȳºȅ ǖǙ ȅ ǌǾ¡  

 

 ÈŧÉ   

¤ ǞǗƷǙ  ǝ Ǧ ȅ ƹ¡  

¤ ȑȶɔȗº Ƿ סּ ȑȶɔȗºǡ Ǟ ǴǾ¡  

¤ דּ טּ ȅ Ǌ ּד ȕȢוֹ ǡ ȅ Ǿ¡  

¤ ǡȔºȯɜǘǂǽȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ȑȜȲɒȍȿȅ ǌǾ¡  

¤ ɔºɔǛɇȳºȅ ǖǙ ȅ ǌǾ¡  

 

 ÈŨÉ   

¤ סּ ȑȶɔȗºǞ ǌǾ Ƿ ⱱ ǡ ȅ Ǌ  סּ

ȑȶɔȗº ȅ ǌǾ¡  

¤ סּ ȑȶɔȗºǞ ǌǾ Ƿ ⱱ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ ǞǗƷǙ  ǝ Ǧ ȅ ƹǻƹ ǌǾ¡  

¤ ǡ ȅ Ǌ ּק ȑȶɔȗº Ƿ סּ ȑȶɔȗº

ȅ ǌǾ Ǟ ȅ ƹ¡  

¤ ȑȶɔȗºǞ ǌǾ Ƿ≥ ȅ ƹ¡  

¤ Ƿ Ǟ ǊǙ  Ǟ Ǌǒ ǡ ȅ ƹ¡  

¤ ǞƽǄǾƁźŹǡ Ǟ ǴǾ¡  

¤ דּ טּ ȅ Ǌ ּד ȕȢוֹ ǡ ȅ Ǿ¡  

¤ דּ Ǟטּ ǌǾ ȅ ƹ¡  

¤ ǡȔºȯɜǘǂǽȅ ǌǾ¡  

¤ ǡ ȅ Ǿ¡  

¤ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ȑȜȲɒȍȿȅ ǌǾ¡  

¤ Ǟ ȅ ǴǾ¡  

¤ ǡ☼ Ǟ ǌǾ ǡ Ǧ ȅ ƹ¡  

¤ ꞌ ȅ ǌǾ¡  
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 ŧ  ȅ ǌǾǱǔ  

 ÈŦÉ   

¤ ǡ ȅ Ǌ ŨƇȅ ǌǾ¡  

¤ ɖȢ ǡ ȅ Ǌ  Ǟ ǽ ǳ¡  

¤ ǡ ¤טּ Ǟטּ ǴǾ¡  

¤ ǷɆȍ Ǚ Ǟ ǌǾɅɒɜȯȌȋ Ǟ ¡ǌǾנּ  

 

 ÈŧÉ   

¤ ǡ ȅ Ǌ ŨƇȅ ǌǾ¡  

¤ ɖȢ ǡ ȅ Ǌ  Ǟ ǽ ǳ¡  

¤ ǡ ¤טּ Ǟטּ ǴǾ¡  

¤ ǷɆȍ Ǚ Ǟ ǌǾɅɒɜȯȌȋ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ Ƿ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

 

 ÈŨÉ   

¤ ǡ ȅ Ǌ ŨƇȅ ǌǾǛǛǵǞ  ȅ ƹ¡  

¤ɀɒȢȪȬȘǇǲ ǡǒǴǡ ȅ ƹ¡  

¤ Ǜ ȅ ǽǝƿǼ  ɖȢǡ ǡ ȅ ƹ¡  

¤ȹȍȓɇȢǡ Ǟ Ǆǒ ȅ ƹ¡  

¤ Ǉǲ טּ Ƿ Ǉǲ Ǟ ǊǙ ȅ ƹ¡  

¤ ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ƹ¡  

¤ ȅ Ǌ  ǡ ⱱǷ ǡ ⱱȅǌǾ¡  

¤ ǡ ¤טּ ǡǒǴǡטּ ȅ ǌǾ¡  

¤ ╓ ǡ ȅ ǴǾ¡  

¤ ǷɆȍ Ǚ Ǟ ǌǾɅɒɜȯȌȋ ǫǡ ⱱȅǌǾ¡  

¤ ǷɆȍ Ǚȅ Ǌǒ Ǟ  Ǜ Ǌ ꞌǌǾ¡  

¤ ǀ ǡ Ǟ ǡ ǞǗƷǙ ȅ ƹ¡  

¤ ǡ ǙǞǗƷǙ  ǫǡ ȅ ƹ¡  

¤ Ƿ ǞǗƷǙ  Ǜ ǊǙ ǌǾ¡  

¤ ȅ Ǟ◖ ǌǾ¡  

 

Ũ  ƾǝ Ǜ ǌǾǱǔ  

 ÈŦÉ  

¤ɅɒɜȯȌȋ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ Ǜ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ Ǟ ǈǿǒ Ƿ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ Ƿ ǞǻǾ ǡ Ƿ ȅ ƹ¡  

¤ Ǟ ǌǾ¡  
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¤ ǞǻǾ ǡ ǫǡ ȅ ƹ¡  

¤ ⱧǷ ȅ ǌǾ¡  

¤Ⱦɒɘºɒȍɜǝǜǡ ┐ ȅ ǾǒǴǡ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ Ǳǔǘǂǽǫǡ Ƿנּ ǝ ȅ ƹ¡  

¤ ǱǔǘǂǽǡǒǴǡ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ Ǟ ǊǙǡ ȅ Ǵ  Ǟ ¡ǌǾנּ  

 

 ÈŧÉ  

¤ɅɒɜȯȌȋ Ǟ  Ǌנּ ⱱǌǾ¡  

¤ Ǜ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ Ǟ ǈǿǒ Ƿ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ Ǟ ǡטּ ȅ Ǿ¡  

¤ ǒǝ ☺ ǛǊǙǡ Ƿ↨ Ǌǒ ☺ȅ ǌǾ¡  

¤ ǞǻǾ ǡ ǫǡ Ƿ ȅ ƹ¡  

¤ ⱧǷ ǡ ǡ Ƿ  Ⱨ ǡ ȅ ƹ¡  

¤Ⱦɒɘºɒȍɜǝǜǡ ┐ ȅ ǾǒǴǡ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ Ǳǔǘǂǽǫǡ Ƿ ǝ ȅ ƹ¡  

¤ ǱǔǘǂǽǡǒǴǡ Ǟ ¡ǌǾנּ  

 

 ÈŨÉ   

¤ɅɒɜȯȌȋ ȅ ⱱǌǾ¡  

¤ɅɒɜȯȌȋǡ Ƿ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ ǞƽǄǾ ǡ ȅ ƹ¡  

¤ ǒǴ ǡ ȅ ƹ¡  

¤ ǡ Ǘ Ǟ ǌǾ Ƿ  ǡ ǽ ǫǡ ⱱȅ  

ƹ¡  

¤ ǡ ǡ   Ǧ ǡ ȅ Ʒ  ȅ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ Ǟ ǌǾ ȅ ƹ¡  

¤ ǡ ǡ №Ƿ ǡǒǴǡ ȅ ƹ¡  

¤ Ⱨȅ ǌǾ ȅ ⱱǊ  ǫǡ ǡ ȅ Ǿ¡  

¤ ǝ ǡ Ƿ ȅ Ǿ¡  

¤ ╓ ȅ ǌǾ¡  

¤ Ƿ Ǟ ǌǾ ȅ ƹ¡  

¤ ǞǗƷǙ Ǜǡ ȅ Ǿ¡  

¤ Ǟ ǘǂ ȅ ǌǾ¡  

¤ ⱧǷ ǡ ǡ Ƿ  ⱧǷ ǡ ȅ ƹ¡  

¤Ⱦɒɘºɒȍɜǝǜǡ ┐ ȅ ǾǒǴǡ ǡ Ƿ   

ȅ ǌǾ¡  

¤ Ǳǔǘǂǽȅ Ǟ Ǌ  Ƿ ǡ ȅ ⱱǌǾ¡  

¤ ǡ ǱǔǘǂǽǞ ǌǾ≥ ȅ ǈǎǾǒǴǡ ȅ ƹ¡  
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שׁ¤ Ǧ שׁ Ǟ ǘǀ ׁש ǞǗƷǙ ǝ  

ȅ ƹǛǛǵǞ ┴ ǡ ɅɒɜȯȌȋ Ǟ ǊǙ ⱱǌǾ¡  

 

 ũ  ǚ↨ Ǟ ǚǀǾǱǔ  

 ÈŦÉ  

¤ ǀ ⌡ȅ ȂǝƷ¡  

¤ טּ ǡ     ȅ ǌǾ¡  

¤ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

 

 ÈŧÉ  

¤ ǡ ǞǗƷǙ  ǡ Ǟ ǌǾ¡  

¤ ǀ ⌡ȅ ȂǝƷ¡  

¤ Ǟ Ǿ ǡ Ǟ ǌǾ¡  

¤ טּ ǡ     ȅ ǌǾ¡  

קּ¤ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ ꜠ Ǟ Ǿ ȅ ǌǾ¡  

¤ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ טּ Ǟ ǊǙ  Ǟ ǡ №  ȅ ƹ¡  

 

 ÈŨÉ  

¤ ꜠ ȅ Ǌ  ǫǡ ȅ ƹ¡  

¤ Ǟ ǌǾ ȅ ƹ¡  

¤ ǀǡ ƿƵǖǒ   ǔǞ ȅ Ǌ  ǝ ȅ ƹ¡  

¤ ǡ Ǟ ǊǙ ȅ ƹ¡  

¤ ȠȢȯɉǷ ǡ Ǌȅ ƹ¡  

¤ ꜠ ǡƅƇǷטּ ǡ טּ ȅ ǌǾ¡  

¤ ǡ Ǟ ǌǾ≥ ǡ Ǟ ǌǾ ǡ Ƿ  ǡ

ȅ ƹ¡  

¤ ǫǡ ǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ טּ Ǟ Ǿ Ƿ ǡ ȅ ƹ¡  

¤ ǞƽǄǾ Ƿוּ ǞǗƷǙ  ȅ ǌǾ¡  

קּ¤ ǡ ⱱȅǌǾ¡  

¤ ꜠ ǡ ȅ Ʒ  ǞꞌǋǙ ǫǡ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ Ǟ ǌǾ¡  

¤ Ǟ ǌǾ ȅ Ʒ  ǡ ǡוֹ ȅ ƹ¡  
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 Ū  ȅ ǌǾǱǔ  

 ÈŦÉ   

¤ ǫ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ ╔ ǚ ƹ ╢   ǷȍɂɜȱǞ ¡ǌǾנּ  

¤ ╗ Ƿ ƷǖǤƷ◖ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ ⱧǷ ǡ ǡǒǴǡ┐ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ ╓ȜɈɎȴȯȌǞ ƾǗ Ǟ Ǌ ǱǔǘǂǽǞנּ ȂǾǻƹǞ

ǴǾ¡  

 

 ÈŧÉ   

¤ ǫǡ ⱱȅ ƹ¡  

¤ Ƿ ƷǖǤƷ◖ ǫ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ ⱧǷ ǡ ǡǒǴǡ┐ Ǟ ¡ǌǾנּ  

¤ ╓ Ǜǡ ȅ ǴǾǛǛǵǞ ǐǡ ǡ   ȅ ƾ

Ǌ  ╓ǡ ǷǱǔǘǂǽǞטּ ǌǾǻƹǞ ǴǾ¡ 

 

 ÈŨÉ   

¤ ǡ ǡ Ƿ Ǟ ǌǾ ȅ ǌǾ¡  

¤ ȅ Ǌ  Ǟ ǌǾ ȅ ƹ¡  

¤ Ǟ ǌǾ ǡ ȅ ƹ¡  

¤ Ǟ ǌǾ ·ǝ ȅ ǌǾ¡  

¤ ╔ ǚ ƹ ╢   Ƿȍɂɜȱȅ ǌǾ¡  

¤ ǞƽƷǙ ╔ȅ ǌǾ¡  

¤ Ƿ ǡ ȅ ǽ ǿǒ ╔ȅ ǌǾ¡  

¤ ╗     ƷǖǤƷ◖ ȅ ǌǾ¡  

¤ ǫǡ Ƿ  ǝ ȅ ƹ¡  

¤ Ǟ Ǿ ǫǡ ⱱǡǒǴǡ ȅ ǌǾ¡  

¤ ⱧǷ ǡ ǡǒǴǡ┐ ȅ ⱱǌǾ¡  

¤ ╓ǞƽǄǾ ȅ Ǌ  ╓ȜɈɎȴȯȌǡ Ǟטּ ǌǾ ȅ

ǌǾǛǛǵǞ  ╓ȜɈɎȴȯȌǞǻǾǱǔǘǂǽȅ ⱱǌǾ¡  
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ũ  ǡ
 

ǆǡ ȅ Ǟ ǊǙƷǂǒǴǞǢ  ǡ ȅ Ǟ №¤  Ǌלּ

ȅ ǊǙƷǂ ƿƵǽǱǌ¡ǐǆǚ  ǡ ǞɇȶȡɊɜȱȞȍȘɔ

Ê ǡ ƾǼ ǡ   ¤  לּ Ǳǚǡ╗ ǡ ǿȅ ƅơƖƣÈ

É ŹƤÈ É ŸƝƚƘƠÈ ¤ לּ Ǧ É ŶƘƩƞƤƣÈ ǊÉǡƅŹ

ŸŶȞȍȘɔǚ ǽ ǌǆǛǚ  ǡ ȅ ǽǱǌ¡Ëǡ ƻ ȅ ǽ ǿ 

ǝ ȅ ǖǙƷǀǱǌ¡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  計画の進行管理の仕組み  

 

  

  

ØƅŹŸŶȞȍȘɔǡ ǚǡ Ù  

 ¹  ƅơƖƣÈ É  

ǞƽƷǙ  ǌ ȅ ǌǾǒǴǡ ȅ Ǵ ǐǿǼǞ

ǌǾ ȅ ǊǱǌ¡  

 ¹  ŹƤÈ É  

Ǟ ǘǀ    Ƿ Ǜǡ ȅ ǽǝƿǼ ǡ

  ǡ ȅ ǽǱǌ¡  

 ¹  ŸƝƚƘƠÈ ¤ לּ Ǧ É  

ǡ Ǣ  ǡ   ǡ ǡלּ №ȅ Ʒ  ǡ

ȅ Ǌ  ǊǱǌ¡Ǳǒ  ǎǙ Ǟǵ ǌǾǆǛǞ

ǻǽ  Ƿ ȅ ǴǙƷǀǱǌ¡  

 ¹  ŶƘƩƞƤƣÈ ǊÉ  

Ǌ  ǡ ǡ Ǟ ☿ǊǱǌ¡  

P֩lan  ֪

ù  

D֩o  ֪

ù ᴴ ᶍ  

ᴴ לּ ᶒ C֩heck  ֪
ù ᶊᶧᶪ  ù

ᶍ  ù ᶊᶧᶪ ᴴ

ù לּ ᶊᶧᶪ ᴴ ᴲ  

ᵶ A֩ction  ֪

ᶊᶧᶪ ꞌ 
( ᴴ ᶍ ᶠ ᶍ ᵶ)  

ᶍ 
ᵶ  
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Ŧ ǡ

 

 ÈŦÉ ǡ  

   

Ŭ ŭ ŧū   ŧ ǡ ǞǗƷǙ 

ŭ ŧŭ   

Ů  ũ   

Ů Ŧū  ŧ  

Ů ŧū  ╢  

Ŧť Ŧ  

Ŧť ŨŦ  

 ŧ Ț◑ Ø

ÙÈ∏ÉǞ ǾȺȿɓȬȘȜɊɜȱ 

ŦŦ ŧŪ   ȺȿɓȬȘȜɊɜȱ ǡ וֹ

ǞǗƷǙ Ŧŧ  ũ   

Ŧŧ ŧŧ  Ū  ȺȿɓȬȘȜɊɜȱ ǡ וֹ

ǡ ǞǗƷǙ 

∏ǡ  

ŭ Ŧ ŧŨ  ∏ǡ  

Ŧ Ũť    

 ÈŧÉ Ț◑ ≠╢  

  Ǣ   

 

  ╗    

  ȤɜȨº ȤɜȨº   

     

 

    

  Ț◑   

◑ƾƽǽ Ț ם   

   ȤɜȨº ȤɜȨº   

 

טּ     

טּ  ║   

טּ║     
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ŧ 

 

 ÈŦÉ Ț◑ È É  

ŦŦ Ŧŧ ŧŬ ŧŦ  

 

 

Ŧ  È Ŧ » Ŭ É 

ŧ  ǡ Ǟ ǌǾ È ŭ » ŧũ É 

Ũ  ǡ Ǟ ǌǾ È ŧŪ » Ũť É 

ũ  ǣƷⱶ ǡ ǡ  

Ŧ  È ŨŦ » ŨŪ É 

ŧ  Ǧ ǡ È Ũū » ũũ É 

Ũ  ǡ È ũŪ ¤ ũū É 

ũ  ǡ ǡ È ũŬ » ŪŦ É 

Ū  È Ūŧ ¤ ŪŨ É 

ū  È Ūũ » Ūŭ É 

Ŭ  È ŪŮ » ūŧ É 

 

 

Ŧ   

È É 

Ŧ  ǆǡ Ǣ  ǡ ǞǗƷǙ ȅ Ǵ  ǦǞ   Ǧ ǡ ȅ Ǽ

ƾǞǊ  ǡ Ǟ ǌǾ ǡ ȅ ǴǾǛǛǵǞ  ǡ Ǟ ǌǾ ǡ

ȅ ǴǙǆǿȅ Ǌ  Ǧ ǡ ǡǒǴǡ ȅ ƹǆǛǞǻǽ  ǡ Ǟ ǌǾ

ȅ ƾǗ Ǟ Ǌ ǵǖǙ Ǧ ǡ ǡ ǚ טּ ǝ ǡ Ǟ

ǌǾǆǛȅ ǛǌǾ¡ 

È É 

ŧ  È É 

È É 

Ũ  ǡ Ǣ  Ǧ ǡ ƿ ǚ ǝ ǡ ǲȅ ǄǼǿ ǐǡ ƿ

ǞȂǒǖǙ┐ ǈǿǾǻƹ Ǟ ȂǿǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

ŧ ǡ Ǣ  ǐǡ ǡ ǞǻǾ ǫǡ ȅǚǀǾ ǽ ǌǾǆǛǐǡ

ǡ ǡ Ǟ ǌǾ ƿǌǬǙǡ ǡ ǝ ǡǵǛǞ ƾǗ Ǟ ȂǿǾǻ

ƹǞǝǾǆǛǞǻǖǙ  ǚ ǲ ƾǝ ȅ┐ ǊǗǗ  Ǟ ǌǾǆǛƿǚǀǾ

ǡ ȅ ǛǊ  ǡ ǡ ȅ Ǟ ǌǾǻƹ ȂǿǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

Ũ ǡ Ǣ  ǡ ƿ ǝ Ǟ ǈǿ  ǡ ƿ ǈǿ  Ǧ

Ǜ ƿ ǚǀǾǻƹ ǝ ƿ Ǟ ǈǿǾǆǛǞǻǽ  ╓ǡ    טּ

ǡ ǡǛǿǒ ǝ ȅ ǊǙƷǂǻƹ ȂǿǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

ũ Ǣ  ╓ǡ ȅ ƾǊǙ  ǡ ƾǼ Ǟ ǈǿǝǄǿǣǝǼǝ

Ʒ¡ 
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È ǡ É 

ũ  Ǣ  ǡ ȅ ǾǒǴ  ╓ǡ Ǟꞌǋǒ ȅ Ǌ  Ǧ ǌ

Ǿ ȅ ǌǾ¡ 

È ǡ É 

Ū  Ǣ  ȅ ƹǞ ǒǖǙǢ ǆǿǞ ǖǙ ǍǾ ȅ Ǌ  ǫǡ

ǡ Ǟ Ǵ  Ǣ ȅ Ǟ ǌǾǒǴ ǐǡ ǞƽƷǙ ǝ ȅ ǍǾ ȅ

ǌǾ¡ 

ŧ Ǣ  ǡ ǡ ȅ ǌǾǒǴ  ǡ נּ  Ǣ ǐǡ ǡ ȅ

ƹǞ ǒǖǙ ǐǡ Ǟ Ǿ ǐǡ ǡ ƿ Ǜǝǖǒ Ǟ ǐǡ ǝ ƿ

ǼǿǾǆǛǛǝǾǻƹǞ ǝ ǡ ǐǡ ǡ ȅ ǍǾ ȅ ǌǾ¡ 

Ũ ŧ Ǟ ǴǾǵǡǡǮƾ  Ǣ  ǡ ǡ ȅ ǌǾǒǴ  ǡ נּ 

Ǣ ǐǡ ǡ ȅ ƹǞ ǒǖǙ ǐǡ Ǟ Ǿ ǐǡ ǡ ƿ ǈǿ  Ǣ

ǈǿǾǆǛǞǻǾ ǫǡ ǡ Ǟ ǌǾǒǴǞ ǝ ȅ ǍǾǻƹ ǴǾǛǛǵ

Ǟ ǐǡ ǞƽƷǙ  ǐǡ ǡ ǫǡ ǡ Ǟ ǌǾ   ȅ

ǌǾǻƹǞ ǴǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

ũ Ǟ ǴǾǵǡǡǮƾ  Ǣ ǐǡ Ǟ Ǌ  ǡ Ǟ Ǽ ǴǾǛǛǵǞ 

ƿ ǌǾ ǡ Ǟ ǌǾ Ǟ ǌǾ ȅ ǌǾ¡ 

È ǡ É 

ū  Ǣ  ǡ ǡ ȅ ǌǾǒǴ ǐǡ ǞƽƷǙ  ǫǡ ǡ

Ǟ Ǌ  ǡ Ǧ ǡ ǝ Ǟ ǴǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

ŧ Ǟ ǴǾǵǡǡǮƾ  Ǣ  ƿ ǌǾ ǡ Ǟ ǌǾ Ǟ ǌǾ ȅ Ǌ 

╓ǡ Ǟ Ǟ ǌǾǻƹǞנּ ǴǾǵǡǛǌǾ¡ 

È ǡ É 

Ŭ  Ǣ    ǡ   ǡ Ǟ ǌǾ ǡ ȅ ǌǾǵǡǛǌǾ¡ 

 

ŧ  ǡ Ǟ ǌǾ  

È ǡ É 

ŭ  Ǣ  ǡ Ǟ ǌǾ ǡ ƾǗ ǝ ȅ ǾǒǴ  Ț◑

È∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡Éȅ ǴǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

ŧ Ǣ  Ǟ ǅǾ ǞǗƷǙ ǴǾǵǡǛǌǾ¡ 

(Ŧ)  ǡ Ǟ ǌǾ ǝ  

(ŧ)  ǡ Ǟ ǌǾ ǡ  

(Ũ)  Ǟ ǅǾǵǡǡǮƾ  ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ƾǗ Ǟ ǌǾǒǴǞ

ǝ  

Ũ Ǣ  ȅ ǴǾǞ ǒǖǙǢ ƵǼƾǋǴ Ț◑ ǡ≥ ȅ ƾǝǄ

ǿǣǝǼǝƷ¡ 

ũ Ǣ  ȅ ǴǒǛǀǢ  ǝǂ ǆǿȅ ǊǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

Ū ŧ ǡ Ǣ  ǡ ǞǗƷǙ ǌǾ¡ 

È ǡ ǡ Ǟ ǒǖǙǡ É 

Ů  Ǣ  Ǟ ǌǾ ǡ Ǧ ǡ Ǟ ǒǖǙǢ  ǡ Ǟ ǊǝǄ

ǿǣǝǼǝƷ¡ 
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Ŧť ŧũ  È É 

 

Ũ  ǡ Ǟ ǌǾ  

ŧŪ Ũť  È É 

 

ũ  ǣƷⱶ ǡ ǡ  

ŨŦ ŪŦ  È É 

 

Ū   

È É 

Ūŧ  ǡ Ǟ ǊǙ  ȅ ǈǎǾǒǴ  Ț◑ È∙ּזÔ

ÕǛƷƹ¡Éȅ ǂ¡ 

È É 

ŪŨ  Ǣ ≠╢Ŧũ ∙ ǚ ǌǾ¡ 

ŧ ≠╢Ǣ  ǡ Ǟ Ǌ ȅ ǌǾ ǡƹǔƾǼ  ƿ≠ ǌǾ¡ 

Ũ ≠╢ǡ Ǣŧ ǛǊ  ȅ ǅǝƷ¡ǒǓǊ ≠╢Ǟ ╢ƿ ǋǒ ǡ ≠╢ǡ Ǣ 

ǡ ǛǌǾ¡ 

ũ Ǟ ǴǾǵǡǡǮƾ  ǡ Ǧ◖☺Ǟ Ǌ ǝ Ǣ  ǚ ǴǾ¡ 

 

ū   

Ūũ Ūŭ  È É 

 

Ŭ   

ŪŮ ūŧ  È É 

 

   

È É 

Ŧ ǆǡ Ǣ  Ŧŧ ũ Ŧ ƾǼ ǌǾ¡ 

È Ț◑ ǡ É 

ŧ Ț◑ È ũŬ ũ ÉǢ  ǌǾ¡ 

È É 

Ũ ǡ ǞǻǾ ǡ Ț◑ ǡ Ǟǻǽǝǈǿǒ   ǐǡ ǡ ⌡

Ǣ ǐǿǑǿǆǡ ǡ ǞǻǽǝǈǿǒǵǡǛǲǝǌ¡ 

ũ ǆǡ ǡ ǞǊǒ ⌡Ǟ ǌǾ ǡ ǞǗƷǙǢ ǝƽ ǡ ǞǻǾ¡ 

Ū ǆǡ ǡ ǡ ǡ ǞƽƷǙ Ț◑ ŦŦ ǡŧǞ ǌǾ Ț◑

ǡ≠╢ǚƵǾ Ǣ ǆǡ ǡ ǡ Ǟ ŪŨ ŧ ǡ Ǟǻǽ ǡ≠╢Ǟ≠ ǈǿ

ǒǵǡǛǲǝǌ¡ǆǡ ǞƽƷǙ ǐǡ≠ ǈǿǒǵǡǛǲǝǈǿǾ ǡ Ǣ  ŪŨ Ũ

ǡ ǞƾƾȂǼǍ  ŦŨ Ũ ŨŦ ǱǚǛǌǾ¡ 
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ÈŧÉ Ț◑  

Ŧŧ Ũ ŦŪ ū  

È É 

Ŧ  ǆǡ Ǣ  Ț◑ È ŦŦ ŧŦ É ŪŨ ũ ǡ Ǟǻǽ 

Ț◑ È∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡Éǡ Ǧ◖☺Ǟ Ǌ ǝ ȅ ǴǾǵǡǛǌǾ¡ 

È É 

ŧ  Ǣ  ǡ Ǟꞌǋ Ǟ ǅǾ ǞǗƷǙ  ȅ ƹǵǡǛǌǾ¡ 

(Ŧ)  Ț◑ ǡ Ǧ Ǟ ǌǾǆǛ¡ 

(ŧ)  ǡǒǴǡ ǡ   Ǧ Ǟ ǌǾǆǛ¡ 

(Ũ)  ╓ǡ   Ǧ Ǟ ǌǾǆǛ¡ 

(ũ)  ╓ǞƽǄǾ ǡ꜠ ǞǗƷǙǡ ǡ Ǧ Ǟ ǌǾǆǛ¡ 

(Ū)  ǐǡ ǡ Ǧ Ǟ ǌǾ ¡ 

ŧ Ǣ  Ǟ ǌǾ Ǟ Ǌ  Ǟ≥ ȅ ǬǾǆǛƿǚǀǾ¡ 

È É 

Ũ  ≠╢ǡ Ǣ  Ǟ ǅǾǛƽǽǛǌǾ¡ 

(Ŧ)   Ũ ∙  

(ŧ)  ȅ ǌǾ  Ũ ∙  

(Ũ)  ȅ ǌǾ  Ũ ∙  

(ũ)  ȅ ǌǾ  ũ ∙  

(Ū)  ȅ ǌǾ  Ŧ ∙  

È Ǧ É 

ũ  Ǟ Ǧ ȅ ǂ¡ 

ŧ Ǧ Ǣ ≠╢ǡ Ǟǻǽ ǴǾ¡ 

Ũ Ǣ  ȅ Ǌ  ȅ ǌǾ¡ 

ũ Ǣ  ȅ Ǌ  Ǟ ƵǾǛǀ Ǣ ƿ ǄǒǛǀǢ ǐǡ ȅ ǌǾ¡ 

È É 

Ū  ǡ È∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡ÉǢ  ƿ Ǌ  ǛǝǾ¡ 

ŧ Ǣ  ǡ≠╢ƿ ǊǝǄǿǣ ǂǆǛƿǚǀǝƷ¡ 

Ũ ǡ Ǣ  ≠╢ǡ ǚ Ǌ ּס ǡǛǀǢ ƿ ǌǾ¡ 

È ≠╢ É 

ū  Ǣ  Ǟꞌǋ ȅ Ǌ  Ǣ ǌǾǒǴ ≠╢ ȅ ǂǆǛƿǚǀǾ¡ 

ŧ ≠╢ Ǣ  ǡ ǌǾ ≠╢ȅǵǖǙ ǌǾ¡ 

Ũ ≠╢ Ǟ≠╢ Ǧ ≠╢ ȅ ǀ  ≠╢ǡ Ǟǻǽ ǴǾ¡ 

ũ ǡ Ǣ  ≠╢ ǞǗƷǙ ǌǾ¡ǆǡ ǞƽƷǙ Ô ÕǛƵǾǡǢÔ

≠╢ ÕǛ Ô ÕǛƵǾǡǢÔ≠╢ ÕǛ  ǲ ƻǾǵǡǛǌǾ¡ 

È ≥ ǡ É 

Ŭ  Ǧ ≠╢ ǞƽƷǙ ƿƵǾǛ ǴǾǛǀǢ  ǡ ȅ Ǵ  ȅ

ǈǎ  Ǣ≥ ȅ ǂǆǛƿǚǀǾ¡ 

È É 

ŭ  ǡ Ǣ  ǞƽƷǙ ǌǾ¡ 

 

javascript:void(0);
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È≠ É 

Ů  ǆǡ Ǟ ǴǾǵǡǡǮƾ  ǡ◖☺Ǟ Ǌ ǝ Ǣ  ƿ Ǟ ǖǙ Ǵ

Ǿ¡ 

  

È É 

Ŧ ǆǡ Ǣ  Ŧŧ ũ Ŧ ƾǼ ǌǾ¡ 

È Ț◑ ǡ É 

ŧ Ț◑ È ŪŦ ŦŮ ǡŧÉǢ  ǌǾ¡ 
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Ũ Ǧ  

 ÈŦÉ  
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 ÈŧÉ  
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\  

ũ 
 

ØƵ Ù  

ù╗  
    ∙ ǡ ȅƷƷǱǌ¡  

ùȍɜȾɒ  
    ȍɜȾɒȢȱɒȘȪɌºÈ infrastructure Éǡ ǚᵆּז ᵧᵸᶪᶡᶍᵇᶣᵆּז ᵇ

ȅ ǌ ǝ ǚǌ¡ ǚǢ     Ǜ ǈǿǙƷǱǌ¡  

ùȏȐɔȼºȍɜș  
    ¤ ¤ Ǟ ǒǈǿ  ǝ ǞƵǾǆǛȅ Ǌ  Ǟ ǚǝƷ

ǓǄǚǝǂ  Ǟ Ƿ ȅ ǋǼǿǾ ǝ ǚǌ¡  

ùȑȜȲɒȍȿØĤƥ£ŧŨÙ  
    ȅ ǈǎǾǒǴǞ◖ ƿ ƹ Ƿ ǐƹǊǒ ǡǵǛǞ ƹ◖ ǡǆǛ

ǚ  ƾǼǢÔȑȜȲɒȍȿŦťǡǌǌǴÕƿ ǈǿǙƷǱǌ¡  

ùׁש  
שׁ     Ǧׁש ǞǗƷǙ ǝ ȅ Ʒ  ǝ ǡ Ǜ ȅ┐

ǌǾǛǛǵǞ  Ǟ ǌǾ ȅ ǌǾǆǛȅ ǛǌǾ ǚǌ¡  

ùּד ȕȢוֹ  
    ǞƵǖǙ  ƾǼ ǈǿǒ ǡ╗ ȅ ǌǾǆǛǞǻǽ ּד וֹ

ȅǵǒǼǌ ǡ ǚ  ǝ ǛǊǙ ȓȧɜ ŸƄŧ ɊȨɜǝǜƿƵǽǱǌ¡
דּ ǡטּ ǝ ╣ǛǈǿǙƷǱǌ¡  

Øƾ Ù  

  ùּט  
        ȕȢǝǜǡǆǛǚǌ¡ ǡ Ƿ ǿǒ ƿּך+ ǛƷƹ

ȅƾǄǙּט Ǜǝǽ ǷƿǙ Ƿ ǞǝǖǒǛ ƻǼǿǙƷǾǒǴ ǆǡǻƹ
Ǟ ǣǿǙƷǱǌ¡  

ù טּ  
    ȱȍɕǡ꜠ Ƿ   ƽ ǡ ȅ╗ Ǟ ǌǾ טּ ǡǆǛǚǌ¡

ȱȍɕǡ꜠ ǓǄȅ ǌǾ טּ ǻǽ ǫǡ ƿ ǈǿǱǌ¡  

ùּק ȠȢȯɉÈȑȶȾȊºɉÉ  
    Ǣּק ȜºȡȐȶɕºȠɐɜȠȢȯɉǛƷƷ  ȕȢ ƾǼ

ǽ ǊǒÔ ÕǛ ǡÔ Õȅּט ꞌǈǎǙ ȅ ǆǌǛǛǵǞ 
Ǟ ǌǾ Ǟǻǽƽ ƿ ǾǆǛƿǚǀǾ ȑȶɔȗº ƿ ƷȠȢȯɉǚǌ¡   
Ǳǒ  ǡɋȰɔǚǢ  ǞƽƷǙǵ Ǜ ȅ ǌǾǆǛƿǚǀǱǌ¡  

ùȔºɅɜȴɎºȱɒɔ  
    ŸƄŧǝǜǡּד ȕȢǡוֹ ƾǼ  ǝǜǞǻǾ Ƿ ǞǻǾ

ȅ Ǌ╥ǀ Ô ǞȥɖÕǞǌǾǆǛȅ ǌ ƻ Ƿ ȅƷƷǱǌ¡  

  ù  
    ǡ ǡ Ǧ ǡ ǡ ǚ┐ ǈǿǾǆǛƿ ǱǊƷ ǛǊǙ 

Ǟ        ȅǜǡוּ Ǟ ǗǆǛȅ ǛǊǙ ȅ ǊǙƷǂ
ǡƾǛƷƹ ȅ Ǵǒǵǡǚǌ¡  

  ùȘºɓɜșȠȐɔȨº  
    ǡ╗ ǛǊǙ  ǡǒǴǞ ¤ ǈǿ Ǔǿǚǵ Ǟ ǳǆǛƿ

ǚǀǾ Ƿ ǡǆǛǚ  ǚǢÔȕȏɒǡ ǲȢɆȬȱÕǛǊǙ ǡ
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  ȅ ǊǙƷǱǌ¡  

  ùȘºɔȼȣ  
ǡפּ     ȑȶ¤ ŸƄŧ ǛǊǙ  ǡ דּ 28ëȅ ↨Ǟ Ǟ ǇǎǾ ȅ

ǌǾ ǽ ǲǚǌ¡ȷºȶȘȨȍ¤ȷºȡɌȚȬȱƿ ǚ ɆɖȠɌȭǷ
ǡ Ʒ ǡȠɌȭǝǜ ȅ ǽ ǿǾǵǡǚǌ¡  

ù  
    ǚ Ǿ ǝ ǡǆǛǚ Ô ÈǉȆǜÉÕǛǵ ǣǿ  ǚǢ

ƵǽǱǎȆƿ  ǡ ȅǌǾ Ǣ  ǡ Ƿ  ǲ ǅ ǈǷ
ǝǜ  ǝ ƿ ǚǌ¡  

ù טּ ȓȖȠȩɜȱ  
    Ƿ ƾǼǡ ȕȢǝǜǞ ǱǿǾ טּ Ǜ  Ƿ Ǟ Ǳǿ

ǙƷǾ טּ ƿ  ƾǼǡ ȅ ǄǙּט ꞌȅ ǆǊ ǌǾּט
ǡ ǚǌ¡ Ǟפּ ǞǝǽǷǌǂ  ǞǝǾǛ ǡ ǲǷ ǡǜǡ ǲ

ǝǜȅ ǋǾ ƿƵǽǱǌ¡  

  ù טּ ȢɋȬș  
טּ     ȓȖȠȩɜȱǡ ǞǻǖǙ  ǞǵǷÈȢɋȬșÉƿƾƾǾ ǡ

ǆǛǚǌ¡ȢɋȬșÈ smogÉǛǢ ⱶÈsmokeÉǛ È fogÉƿ ǚƵǽ  ꜠ Ǟ
ǻǽ ƿ ǂǝǾǆǛȅƷƷǱǌ¡  

  ù ÈŸƄƅÉ  
דּ     טּ Ǟ ǚ ǽ ǳǒǴǡ ɔºɔǷ ȅ Ǌ ƹ ȅ

ǊǱǌ¡ÔŸƄƅÕǢ ÈConference of Parties Éǡ ǚƵǽ ŧťŦŪ
ǞȾɒɜȢ¤Ⱥɓǚ ǈǿǒ ǢŸƄƅŧŦǛ Ǧ  Ǣ ȅ ǊǱǌ¡  

Øǈ Ù  

  ù סּ ȑȶɔȗº  
    Ƿ   ǛƷǖǒ ǡ╗   Ǟ Ǟ ǌǾȑȶɔȗºǡ

ǆǛǚǌ¡           ǡ  ǐǡ ǡ Ǟ ǌ
Ǿ ǝǜǞּנƻ ȹȍȓɇȢÈ Ǟ ǌǾ Éƿ סּ ȑȶɔȗºǛ ǣ
ǿǙƷǱǌ¡  

ù  
    ǛǊǙǡ ƿ Ǌ ǝƽ ǛǊǙ ǝ ǂǍ ǡƹǔ  ǡ

Ǧ Ǟ ǌǾ Ǟ ǌǾ Ǟ ǊǝƷǵǡȅƷƷǱǌ¡ ǚǢ
ȅׁש ǚ ǌǾ   ǛǊǙ ǇǛǞ ȅסּ ǄǝǄǿǣǝǽǱǎȆ¡ 

ù  
    ꜠ ǝǜǡ Ǟ  ¤ ǝǜǡ ȅ Ǌ  ǛǊǙ

¡ǊǒǵǡȅƷƷǱǌטּ  

ùȞºȖɎɒºȑȜȷɈºÈ É  
    ¤ ¤ ÈɓȴȋȑȜȷɈºÉƾǼ Ǌ  ȅ ¤

Ǟ ǊǙּל ȅ ǌǾטּ ȠȢȯɉǚǌ¡ ǡ ǲǡ ǚ ȅ
ǌ Ǜ│ǝǽ  ǡ ƾǼ ȅ ǈǝƷǆǛȅ ǛǊ ɓɏ

ºȢ ɓȞȍȘɔ ɓɃȋ ȠȐȋɓɜșǝǜȅ ǋǙ Ƿ ǡ ȅⱫǣǊ 
ǡ Ǜ ȅ Ǟ ƻǝƿǼ  ǒǝ ȅ ǌ ƻ ǚǌ¡  

ù  
    Ǜ Ǜǡ Ǟ∞ Ǌ  Ƿ Ǟ Ǌǒ ƾǝ  Ǜ ƿ ǌǾ

ǚǌ¡  

ù  
    Ǟ ǖǙ ǋǒ ǡƹǔ  ǚ ǴǼǿǒŧť ǡ ȅ ǊǱ

ǌ¡  



79 

 

ù  
    ĤÔ Õǡ  

  ù ȑȶɔȗº  
    ȑȶɔȗºȅ ǻǂ ƹǆǛǞǻǽ ȑȶɔȗºǡ ȅ ǼǌǆǛǚǌ¡ּד

ȕȢǡוֹ ǓǄǚǝǂ  ǡ ǞǗǝƿǽǱǌ¡  

  ù ɖȢ  
    ǱǓ ǬǼǿǾǡǞ ǙǼǿǙǊǱƹ ǡǆǛǚ  Ǭ ǊǷ ǝ   ǿ

ǽǝǜǞǻǽ  ǚǢ ũūũ ȱɜÈŧťŧŦ É ǊǙƷǱǌ¡
ǡŸƄŧ ǷȜȢȱ ǝǜ Ƿ Ǟǵℓ☼ ȅ ƻǾǒǴ  Ǟ Ǆ

ǒ ǽ ǲƿ ǈǿǙƷǱǌ¡  

  ù קּ ¤ ǀ  
    ǡ Ƿ ǞƽǄǾ ȅ ǌǾǆǛǚǌ¡ ȅ ǌǾǆ

ǛǢ ╗ ȅ ǀ  ǡ Ǧ Ǟ ǌǾ ǚ ǈǿǙƷǱǌ¡  

  ù  
    ŸƄŧ Ƿ ꜠ ǡ ȅ Ǌ  ƿ ǝƷ ǡ ǚ 

ÈEVÉ ɀɒșȍɜȸȍȿɓȬȲ ÈPHVÉ  ÈFCVÉ ȸȍȿɓȬȲ
ÈHVÉ ȘɓºɜȰȌºȥɔ ǝǜƿ ǱǿǱǌ  

ù  
    ǫǡ ȅ ǼǌǒǴ  ƾǼ ǌǾ ȅǚǀǾǓǄ ǝǂǊ ǐǿȅ

Ǟ ƹǆǛǞǻǖǙ  ǈǿǾǵǡȅ Ǟ ƻǾ ǡǆǛǚǌ¡  

ù ǡ  
    ǡ ƿ  ȅ Ǌ ֿפ ǫ ǿ ǳ ǡ ȅ ╗Èטּ ǞǌǾǆǛÉǊ

Ǚ ȅ ǌǾǛǛǵǞ ֿפ ǡ ȅ↨ ǈǎǾ ǡǆǛǚǌ¡  

  ùȢȱȬȘɇȶȡɊɜȱ  
    Ƿּז ǝǜǡ ȍɜȾɒÈȢȱȬȘÉƿ ǊǙƷǂטּ ǚ  ǝ

ǚ ǡ ȅ №¤ Ǌ  ¤   ¤ ǝǜȅ ƾǗ Ǟ
ǌǾǆǛǚ ɒȍȾȞȍȘɔȜȢȱǡ Ǜטּ סּ ǝȞºȼȢ ȅ ǌ

ǚǌ¡ Ǟ טּ ȅ ǌǓǄǚǝǂ ɓȢȘ Ǟלּ ǘƷǒ ∞ Ǆȅ
Ʒ  ǡוֹ Ʒ┐ ȅ Ǌ  ǝ ȅ ¤טּ ǌǾǆǛטּ
ƿ ǚǌ¡  

ù ØĤƥ£ŨŮÙ  
    ·ǝ ƿ Ǌ  ǡ Ǧ Ǟ ·ǝ┴Ʒƿ ǌǾǆǛǚǌ¡  

  ù  
    Ǟ ǘǀ ƿ ǌǾ ǡ ǡ Ǧ סּ

ǝ Ǟ ǌǾ ǝ ǚǌ¡  

Øǒ Ù  

  ùȩȍȓȖȠɜ  
    ȩȍȓȖȠɜ Ǣ ǵǡǡ ǡ ǚ Ǟ ǌǾ ǚǌ¡ǐǡǒǴ 

ǞǢ ǂ ǊǙƷǱǌƿ ǐǡ ǢǇǂȂǍƾǚǌ¡ Ǟ ǈǿǙƷǒ
ǡ ǛǊǙǵ Ǌ  ǈǿǱǊǒ¡ȩȍȓȖȠɜ Ǣ  ǈǿǞǂƷ ȅ
ǔ  Ƿ   ǡ Ǟ ǊǙƷǱǌ¡  

  ù דּ טּ  
    ǡ Ƿ ǡ דּ ƿ Ǟ ǌǾ ǚǌ¡ּד ȕȢǝǜǡוֹ

⌡ ╣Ƿ  ȑȶɔȗºǡ טּ ǡ ╣Ǟǻǽ ǋǾǛƷȂǿǙƷǱǌ¡  

ùȰȜ ØĤƥ£ŦŭÙ  
    ƿ ǌǾÔ ǞǗǝƿǾ ǊƷ ƾǝ ǼǊȅ Ǿ ◖ Õǡ₲ ǚ 

Ô (DECarbonization) ÕǡÔȰÕǛÔȑȜ (Eco)Õȅ ǲ Ȃǎǒ ǚǌ¡2050
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ȔºɅɜȴɎºȱɒɔǡ Ǟ Ǆ  ╗ ǥǛǽƿ ȅ≥ ǊǒÔ ƾǚ
ǝ Õȅ ǾǆǛȅ Ǌ  ȑȶּק ǡ    ȯɕɘºȘ  ǝǜ 

ŸƄŧ ǞǗǝƿǾ ·ǝ ȅ ǊǱǌ¡  

ù ØĤƥ£ũŦÙ  
    È ǞǻǾ Ǟ Ǿ ǡ Ǟ ǌǾ ÉǞ ǘǀ 

  ǡ ¤   Ǟ ȅ ǯǌ ǱǒǢ ǯǌƽǐǿƿƵǾǛǊ
Ǚ ǈǿǒ ȅ ǛǌǾ ȅƷƷǱǌ¡  

Øǝ Ù  

ùȶȍȪɌºɆȡȯȌȿ  
    ǡ ȅ Ʒ Ǵ  Ǟ ǎǙÔ ȅ ƾǞǌǾÕǛƷƹ

ǝ ǚ ŧťŨť ǱǚǞ ǡ ȅ ǈǎ ŧťŪť ǱǚǞ ǝ ȅ
ǌ ǚǌ¡  

  ù ɀɒȢȪȬȘ  
    ƾǼ ǈǿǾ ɀɒȢȪȬȘǞǢ  ȸȏȢǷȱɜȶɔǡ  

ɇɔȪ  Ƿ ǡɆȬȱ  ǡȞȍɕºȡɒȬɀǝǜƿƵǽ    Ǟ
Ⱨ ǞǛǖǙɀɒȢȪȬȘǢ סּ ǝ ǛǝǖǙƷǱǌ¡  

ØǢ Ù  

  ùȹȍȓɇȢ  
    ǡ ǡ ǡǆǛǚǌ¡ Ǟ     ȝɈ    ǡ ¤

ǨȆ  ɀɒɜȘȱɜǝǜȅ ǊǱǌ¡ȹȍȓɇȢǢ  Ƿ      
קּ   ┐   ǝǜ ·ǝ ǚ ǈǿǙƷǾǮƾ ȹȍȓɇȢȅ ǛǊ
ǒ Ƿ Ǣ סּ ȑȶɔȗºǛǊǙ ǈǿǙƷǱǌ¡  

  ù  
    ŧťŦŦ Ũ ŦŦ Ǟ Ǌǒ ר ǞǻǾ ǦǆǿǞ ƹ

╗ ǞǻǾ ǚǌ¡  

  ùȼȓȱºɀ  
    Ǣ ǐǡǵǡƿȼȓȱºɀǛǝǽǱǌƿ  ǀ ƿ ǲǞǂƷ ǚ 

ǞǻǖǙ ǽ ǈǿǒ ȅ ǞȼȓȱºɀǛƷƹǻƹǞǝǖǙƷǱǌ¡  

  ùȻºȱȋȍɒɜȲ  
    ȻºȱȋȍɒɜȲÈheat island É ǛǢ  ǡ ƿדּ ∫ǻǽǵ ǂǝǾ ǡ

ǆǛǚǌ¡ ǡדּ ȅ ǂǛ  ƿ╓דּ ȅ Ǟ ǡǻƹǝ Ǟ ǌǾǆ
ǛƾǼ ǆǡǻƹǞ ǣǿǾǻƹǞǝǽǱǊǒ¡  

  ùɀɒȢȪȬȘǇǲ  
    ɀɒȢȪȬȘǇǲǡ ǂǢ  ¤ ǛǊǙ Ȃǿǒǵǡǚǌ¡ǆǿǼǡɀɒȢ

ȪȬȘǇǲȅ ǛǊǙ ǌǾ ǵƵǽǱǌƿ  ǎǍǞ ǊǙƷǾǛǆ
Ȁǵ ǂ  ǞǻǾ ꜠ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡  

  ùɂɜȥɜ  
    ɂɜȥɜǢ  Ǟ ǱǿǙƽǽ ȕȦɓɜǡ ǡŦǗǚǌ¡ ǞƽǄǾɂɜ

ȥɜǡ ǝ Ǣ  ǡ ȕȢǛ ƻǼǿǙƽǽ  ǡ Èť£ťť
Ũmg/ Éƿזּ∙ ǈǿǙƷǱǌ¡  

ØǱ Ù  

  ùɇȍȘɖɀɒȢȪȬȘ  
    Ǟ ǌǾ ǝɀɒȢȪȬȘ Ǣ ɇȍȘɖɀɒȢȪȬȘǛ ǣǿ 

ǝ ǡ╗ǗǛǝǖǙƷǱǌ¡╗ ǞŪɈɓɊºȱɔ∙ּזǡ ǀǈǡǵǡȅɇȍȘ
ɖɀɒȢȪȬȘǛ ȆǚƷǱǌ¡  

ØǷ Ù  
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  ù  
    Ƿ Ǟ ȅ ƻǾ ǡǆǛǚ ȠȔ ȍȷȠȠ ȔɒȢǝǜƿ

Ƿ Ǟ ǽ ǲ  ǡ ǞּךǼƾǡ ȅ ǯǊǒ Ǟ ǛƷƷǱǌ¡  

  ù טּ  
    ǡ Ǣ ǡ ¤ ╔Ǟ ȅ ǍǾƽǐǿǡƵǾ ǛǊǙ  ꜠

  ꜠ טּ  ǡ Ǧ ǡ Ǟ ǌǾ  ȩȍȓȖȠ
ɜ ǚ ǈǿǒǵǡȅƷƷǱǌ¡  

  ù ¤  
    ǚǢ  ȅÔ ǡ Ǟ ǈǿǙƽǼǍ ƾǗ ╥ǀ ǀ ǡ

Ǟ ǈǿǝƷǛ ǱǿǾ Õ  ȅÔ Ǟ ǈǿǙƽǼǍ  ȅ
ǊǒǆǛǞǻǽ Ǌ  Ǟ Ǚ ǡ ǚǢ ǡ ƿ סּ ǛǝǖǙƷ
Ǿ ÕǛǊǙƷǱǌ¡  

ù  
זּ     ȅ ǲ ǅǾ║ ǡǆǛǚǌ¡ ǚǢ  זּ ǡ ╓ Ǟƽ

ƷǙ  ǡ ƿū ȤɜȪɊºȱɔȅ ƻǾ ÈɆɜɀÉȅ ƷǙ ǒ
Ǟ ǲ ǅǻƹǛǌǾ ǞǢ  ǡ ƿסּ ǛǝǽǱǌ¡  

  ù  
וּ     ǞƽƷǙǢ  Ǣ ╓ ǞƽǄǾ ȅוּ ǌǾǒǴǞ 

Ǟ ǘǀ  Ǟ ǊǙ ȅ ǋǾǻƹ ǌǾǆǛƿǚǀǾǛǊǙƷ
Ǳǌ¡ǆǡ ǡ ǛǝǾ ȅ Ǜ ǦǱǌ¡  

ØǼ Ù  

  ùɓȴȋȑȜȷɈºÈ É  
    Ô ȅ ÈTakeÉǊ  ȅ ÈMakeÉǊ  Ʒ ǙÈWasteÉǌǾÕǛƷƹ 

ǡ ƾǼ Ǳǚƿ╗ ǡ ǡ ɋȰɔǚǌ¡ ¤ ¤
ȅ ǛǊǙƽǽ  ǡ Ƿ  נּ ꜠ ǝǜǡ ȅ╥ǀ ǆ

ǌǒǴ ǆǿǞ ȂǾ סּ ǝ ȠȢȯɉǛǊǙȞºȖɎɒºȑȜȷɈºÈ
Éǫǡ┌ ƿ Ǟ ǴǼǿǙƷǱǌ¡  

  ùɕȬȲȰºȨȿȬȘ  
    ǡƽǐǿǡƵǾ Ǟ ǌǾ Ƿ    ☼ ȅ ƻǙƷǾ ╣

ǡ ȅ Ǌǒ ǚ ŦŮūū ǞžƊŸƃÈ Éƿ Ǜǝǖ
Ǚ ǈǿǒǵǡǞ Ǳǽ  Ǣ Ƿ ǞǻǖǙǵǆǿǞ ǋǾǵǡƿ
ǈǿǙƷǱǌ¡  

Ø♣ Ù  

ùŽźƂƈÈǫǳǌÉ  
    Home Energy Management SystemÈɄºɉ  ȑȶɔȗº  ɇȶȡɊɜȱ  ȠȢȯɉÉǡ

ǚ ּק ǚ ƹȑȶɔȗºȅ ǌǾǒǴǡ ȠȢȯɉǚǌ¡ּק Ƿ ǛǗ
ǝƷǚ  ǷȕȢǝǜǡ ȅɋȴȨº ǚÔ ƻǾּטÕǊǒǽ ּק ȅ
Ô ÕǊǒǽǊǱǌ¡  

  ùžƅŸŸÈƵƷǊºǧºǧºÉ  
    Ǟ ǌǾ ȺȶɔÈ Intergovernmental Panel on Climate Chang Éǡ

ǚ ŦŮŭŭ Ǟ Ǜ ǛƷƹ ǞǻǖǙ ǈǿǱǊǒ¡
ǡ ǡ ǷȰºȨƾǼ ǡ ȅ ǌǾלּ ȅ ǽ 

Ƿ ȅǌǾǒǴǡּש ǝ ȅ ǊǙƷǱǌ¡  

ùƁźŹÈƻǾƷºǚƶºÉ ØĤƥ£ŧŦÙ  
    ȩȍȓºȲÈLight - Emitting  Diode¥ ⅓ȅּנƻǒ Ǟ ǌǾ Éȅ

Ǌǒ ǡǆǛǚ  ǚ ǛƷǖǒ ȅ ǗǒǴ  ƿ
ǝƷ ǛǊǙ ǊǙƷǱǌ¡  

  ùƅƂŧ£ŪÈǧºƻǳŧ£ŪÉ  
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    Ǟ ǊǙƷǾŧ£ŪʋmÈʋm¥ɇȍȘɖɊºȱɔ ŦʋmǢŦmmǡ ǡŦÉ
ǡזּ∙ ǈǝ ǡǆǛǚǌ¡ƅƂŧ£ŪǢ Ǟ ǈǂ  ǡ꞊ ǂǱǚ ǽǷǌǂ 

ǫǡ☼ Ǟּנƻ  ǫǡ☼ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡  

  ùƅŻŶƈÈǧºǨƴǌÉ  
    ǛȾȬ ƾǼǝǾ 1 ∙ ƵǾ טּ ǡ ǚ  Ƿ ȅǢǋǂ È

¤ Éȅ ǔ Ô♂ꜛǡּט ÕǛǵ ǣǿ  ǚ ǈǿǞǂƷ ƿƵ
ǽǱǌ¡PFOSǷ PFOAƿ ǚ  אל ǝǜǞ Ȃǿ  ¤ ¤
┌ ƾǼ  ꜠ Ƿ ƿ ǈǿ  ¤ ǚ ƿ ȆǚƷǱǌ¡  

ùƈŹżƨÈƻǌǚƶºǋºǍÉØĤƥ£ŦŨÙ  
סּ     ǝ ÈSustainable Development GoalsÉǡ ǚ ŧťŦŪ Ů Ǟ

ȞɈȬȱǚ ǈǿǒÔ סּ ǝ ǡǒǴǡŧťŨťȋȡȐɜȩÕǞ ǈǿ
ǒŧťŦū ƾǼŧťŨť Ǳǚǡ ǚǌ¡ סּ ǝ ȅ ǌǾǒǴǡ  
ŦŬǡȝºɔǛŦūŮǡȨºțȬȱƾǼ ǈǿÔ ╗ ǽ ǈǝƷÕǆǛȅ Ǌ
ǙƷǱǌ¡  

  ùƋŧŽÈǩƷǗºƻƷǔÉ  
    Vehicle to Home ǡ ǚ  ÈEVÉǷɀɒșȍɜȸȍȿɓȬȲ ÈPHEVÉ

Ǟ Ǵǒ ȅ ּקǞ Ǌ ǚǀǾȠȢȯɉȅ Ǌ Ô ÈVehicle ÉƾǼּקÈHomeÉ
ǫÕ ȅ ǚǷǽ ǽǌǾǆǛƿǚǀǱǌ¡  

  ùƏźŽÈǏǖǔÉØĤƥ£ŦŬÙ  
    Net Zero Energy HouseÈȶȬȱ¤ȥɖ¤ȑȶɔȗº¤ȸȏȢÉǡ ǚ  Ʒ ¤

ǞǻǾÔ ȑȶÕǛ  ǝǜǡÔ ȑȶÕȅ ǲ Ȃǎ  ǡȑ
ȶɔȗº ȅ ȥɖ∙ּזǞǌǾ ǡǆǛǚǌ¡ ǝ ȅ ǔǝƿǼ

ȅ ǚǀ  ǡɕȡɓȑɜȢ ǞǵǗǝƿǽǱǌ¡  

  ùƏźŷÈǏǩÉ  
    Net Zero Energy Building ÈȶȬȱ¤ȥɖ¤ȑȶɔȗº¤ȼɔÉǡ ǚ  ǝ

ȅ ǔǝƿǼ  ǚ ǌǾ ǡ╗ ȑȶɔȗºǡ ȅ ȥɖǞǌǾǆ
Ǜȅ Ǌǒ ǡǆǛǚǌ¡  

ùŨƇÈǌǽºƵºǾÉ  
    ǡ Ǜ ǡ ȅ ǋǙ סּ ǝ ȅ ǌǒǴǡ ǚ 

ReduceÈǇǲȅ ǼǌÉ ReuseÈ ǽ Ǌ ƹÉ RecycleÈ ǛǊǙ ǌǾÉǡ
ŨǗǡ ÔƇÕǞ ǊǙ ǈǿǙƷǱǌ¡  

ùŨťƗƮŨťÈǈºǙƶǣƷǈºǙƶÉ  
    ŧťŨť ǱǚǞ ǡ Ǜ ǡŨťð∙ ȅ  ǝ ǛǊǙ וֹ Ǟ Ǌ

ǻƹǛǌǾ ǚǌ¡ ǡ ȅ Ǵ  ȅ ǈǎǾÔȶȍȪɌºɆ
ȡȯȌȿÈ ÉÕǛƷƹ ǀǝ Ǟ Ǆǒ ǝȋȘȠɐɜǚǌ¡  

  ùŨťŦťÈǈȆǱǾƷǔǱǾÉ◖  
    ǚ ∏ǈǿ  Ǟ Ǳǽȅ ǎǙƷǾ ɖȢ ◖ ǚǌ¡Ô╦

ǚǡ Ƿⱪ Ǟ ǢǋǴǡŨť Ǜ ȂǽǡŦť Ǣ ǡ ǚ ȅǊ 
Ǭ Ǌȅ ǼǐƹÕǛƷƹ◖ ǡǆǛǚǌ¡  
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